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聞
天
閣
の
誕
生
、
焼
失
、
保
存

小
西
　
恒
典

は
じ
め
に

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
、
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
が
、
名
古
屋
市

の
鶴
舞
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
名
古
屋
市
に
よ
っ
て
「
記
念
館
」
が
、
公

園
内
の
吉
田
山
に
建
設
さ
れ
た
。
外
観
は
「
金
閣
」
を
模
し
た
大
規
模
な
木
造
建
築

で
あ
り
、
の
ち
に
「
貴
賓
館
」
、
「
九
き
ゅ
う
こ
う
か
く

皐
閣
」
、
「
聞も

ん
て
ん
か
く

天
閣
」
と
呼
ば
れ
た
。
同
時
期
に

建
設
さ
れ
た
噴
水
塔
、
奏
楽
堂
と
と
も
に
「
永
久
的
建
築
物
」
と
さ
れ
、
共
進
会
が

終
了
し
た
後
も
現
地
で
保
存
、
利
用
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
の
最
中
に
解
体
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
空
襲
で
焼
失
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。

　

聞
天
閣
は
多
く
の
文
献
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
建
築
的
特
徴
や
使
わ
れ
方

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
戦
災
よ
り
も
前
に
、
防

火
訓
練
中
に
火
災
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
が
、
複
数
の
文
献
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
そ
の

時
期
や
損
害
の
程
度
、
修
理
が
さ
れ
た
の
か
も
、
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
不
思
議
な
の
は
、
解
体
さ
れ
た
う
え
に
戦
災
焼
失
し
た
と
い
う
経
過
で
あ

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
の
が
、
水
谷
盛
光
「
『
聞
天
閣
の
最
後
』
追
跡
覚

え
書
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
時
期
は
不
明
確
と
し
つ
つ
も
、
鶴
舞
公
園
南
部
に
高
射

砲
陣
地
が
設
け
ら
れ
た
時
に
、
聞
天
閣
が
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
し

た
。
ま
た
、
解
体
さ
れ
た
木
材
は
、
名
古
屋
市
公
会
堂
付
近
に
置
か
れ
て
い
た
が
、

昭
和
二
十
年
三
月
十
九
日
の
空
襲
で
焼
失
し
た
と
推
定
し
て
い
る１

。
一
方
で
、
『
名

古
屋
の
公
園
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
は
、
「
聞
天
閣
は
東
山
の
忠
霊
塔
奉
安
殿
移
築

す
る
た
め
昭
和
十
七
年
八
月
二
十
七
日
解
体
さ
れマ

マた
」
と
し
、
昭
和
二
十
年
三
月

十
二
日
の
空
襲
で
、
木
材
が
焼
失
し
た
と
し
て
い
る２

。
聞
天
閣
は
ど
の
よ
う
な
理

由
で
解
体
さ
れ
、
い
つ
焼
失
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
こ
れ
ま
で
は
、
聞
天
閣
は
部
材
も
す
べ
て
焼
失
し
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、

最
近
の
調
査
に
よ
り
、
屋
根
に
上
げ
ら
れ
て
い
た
鳳
凰
や
、
建
具
の
一
部
は
現
存
し
、

名
古
屋
城
で
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
聞
天
閣
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
①
そ
の
建
築
的
特
徴
や
使
わ
れ
方
、

②
昭
和
十
五
年
に
部
分
焼
し
た
実
態
、
③
建
物
は
昭
和
十
七
年
に
解
体
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
陸
軍
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
、
名
古
屋
市
は
移
築
保
存
を
計
画
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
、
建
具
類
が
い
つ
の
時
期
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
目
的
で
名
古
屋
城
に
保
管
さ
れ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

一　

聞
天
閣
の
誕
生

（
一
）
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
の
開
催

キ
ー
ワ
ー
ド

近
代
和
風
建
築　

戦
災
焼
失　

近
現
代
に
お
け
る
城
郭
の
役
割　
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明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
三
月

十
六
日
か
ら
六
月

十
三
日
ま
で
、
鶴
舞

公
園
に
お
い
て
第
十

回
関
西
府
県
連
合
共

進
会
が
開
催
さ
れ

た
。
入
場
者
数
は

二
百
六
十
三
万
人
以

上
に
及
ん
だ
。
明
治

期
の
国
内
博
覧
会
と

し
て
は
、
同
四
十
年

の
東
京
勧
業
博
覧

会
、
同
三
十
六
年
の

第
五
回
内
国
勧
業
博

覧
会
に
次
ぐ
集
客
規

模
で
あ
っ
た
。

　

共
進
会
の
主
催
は

愛
知
県
で
あ
り
、
誘

致
や
会
場
運
営
は
県

の
主
導
で
行
わ
れ

た
。
名
古
屋
市
は
、

そ
の
年
が
開
府
三
百
年
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で
、
明
治
四
十
年
に
「
名
古
屋
開
府

三
百
年
記
念
会
」
を
結
成
し
て
い
た
。
同
会
の
事
務
所
は
名
古
屋
市
役
所
内
に
置
か

れ
て
い
た
が
、
共
進
会
の
会
場
内
に
も
出
張
所
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を

行
っ
た３

。
会
則
の
第
八
条
で
は
、
「
本
会
ノ
営
造
物
ニ
シ
テ
永
久
保
存
ス
ヘ
キ
モ
ノ

ハ
本
会
ノ
使
用
ヲ
終
リ
タ
ル
後
之
ヲ
名
古
屋
市
ニ
寄
附
ス
ル
モ
ノ
ト
ス４

」
と
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
時
に
奏
楽
堂
、
噴
水
塔
が
同
会
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
。
計
画
通
り
に

名
古
屋
市
へ
寄
付
さ
れ
、
現
存
し
て
い
る５

。

（
二
）
記
念
館
の
建
設

　

こ
の
時
、
「
記
念
館
」
が
公
園
の
南
東
隅
の
丘
陵
、
標
高
約
十
五
メ
ー
ト
ル
の
吉

田
山
に
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
地
名
は
、
初
代
名
古
屋
区
長
・
吉
田
禄
在
の
所
有
で
あ
っ

た
土
地
が
、
共
進
会
開
催
に
当
た
っ
て
、
名
古
屋
市
へ
土
地
が
寄
付
さ
れ
た
こ
と
に

由
来
す
る
。
そ
れ
よ
り
前
は
「
砦
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た６

。

　

現
在
の
鶴
舞
公
園
は
、
敷
地
の
大
部
分
が
、
東
西
を
熱
田
台
地
に
は
さ
ま
れ
た
沖

積
低
地
の
北
東
端
、
あ
る
い
は
大
曽
根
面
最
南
端
の
谷
・
低
地
に
当
た
り
、
ほ
ぼ
平

坦
で
あ
る
。
吉
田
山
は
、
東
側
の
熱
田
台
地
か
ら
舌
状
に
突
き
出
し
た
丘
陵
で
、
公

園
内
で
一
番
の
高
所
で
あ
っ
た７

。
記
念
館
の
建
築
は
名
古
屋
市
、
内
部
装
飾
は
名

古
屋
開
府
三
百
年
記
念
会
が
行
っ
た
。
起
工
は
明
治
四
十
二
年
六
月
四
日
、
竣
工
は

翌
年
二
月
五
日
、
設
計
施
工
は
鈴
木
幸
右
衛
門
で
あ
っ
た８

。
建
築
面
積
は
六
九
三

平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
床
面
積
七
七
五
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た９

。

（
三
）
本
館

　

記
念
館
の
本
館
は
木
造
二
階
建
て
、
「
金
閣
」
（
鹿
苑
寺
舎
利
殿
）
を
模
し
た
外
観

で
あ
っ
た
。
一
階
は
八
間
四
方
で
、
幅
四
尺
五
寸
の
濡
縁
、
高
欄
が
め
ぐ
っ
て
い
た
。

二
階
は
三
間
四
方
で
、
幅
三
尺
五
寸
の
濡
縁
、
高
欄
が
め
ぐ
っ
て
い
た
。
一
間
は
八

尺
で
、
モ
デ
ル
の
金
閣
よ
り
も
、
か
な
り
大
き
な
建
物
で
あ
っ
た10

。
屋
根
は
宝
形

図１　南東から望んだ聞天閣（手前が本館、奥が玄関）　大正７年～昭和７年ごろ撮影　個人蔵
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造
銅
板
葺
き
で
、
上
層
の
中
央
に
は
青
銅
製
の
鳳
凰
が
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
外
壁
は

肉
色
の
南
蛮
漆
喰
塗
、
内
壁
は
錆
土
塗
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。
木
材
は
す
べ
て
木
曽
御

料
林
の
檜
、
椹
等
が
用
い
ら
れ
た
。

　

一
階
に
は
、
折
上
小
組
格
天
井
の
客
室
が
二
室
、
合
わ
せ
て
三
十
五
畳
、
猿
頬
天

井
の
予
備
室
が
二
室
、
各
十
六
畳
あ
り
、
北
を
除
く
三
方
に
、
五
十
一
畳
の
入
側
が

め
ぐ
っ
て
い
た
。
客
室
に
は
、
書
院
造
の
座
敷
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
。
図
２
は
、『
第

十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
記
念
写
真
帖
』
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
、
「
貴
賓
館
内
部
」

で
あ
る11

。
こ
れ
は
一
階
東
側
の
客
室
内
を
南
側
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
写

真
の
正
面
右
側
に
は
床
と

付
書
院
、
そ
の
左
側
に
違

棚
、
天
袋
戸
棚
が
見
え
て

い
る
。
写
真
で
は
見
え
な

い
が
、
右
側
の
小
壁
の
向

こ
う
側
、
床
の
上
に
は
独

立
し
た
折
上
格
天
井
が
備

え
ら
れ
て
い
た
。

　

写
真
の
左
側
は
、
西
側

の
客
室
（
次
の
間
）
と
の

境
で
、
菱
皺
の
檀
紙
に
桐

文
様
を
散
ら
し
た
襖
が
四

本
、
花
菱
形
の
透
彫
が
施

さ
れ
た
欄
間
が
あ
っ
た
。

長
押
の
釘
隠
に
は
煮
黒
目

の
六
葉
、
花
菱
形
の
金
具

が
、
下
長
押
に
は
二
重
渦
形
の
金
具
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
西
側
の
客
室
に
も
座
敷

飾
は
あ
っ
た
が
、
北
側
に
階
段
室
が
あ
っ
た
た
め
、
床
の
奥
行
が
狭
く
、
簡
略
化
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

写
真
の
右
側
は
、
客
室
と
東
側
入
側
と
の
境
で
、
菱
格
子
欄
間
が
あ
っ
た
。
写
真

で
は
外
さ
れ
て
い
る
が
、
普
段
は
腰
障
子
が
嵌
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
右
奥
に
見
え

る
の
は
、
入
側
と
予
備
室
を
隔
て
る
引
戸
で
、
細
い
木
に
よ
る
直
線
的
な
装
飾
が
施

さ
れ
て
い
た
。

　

入
側
と
濡
縁
の
境
に
は
、
比
較
的
大
き
な
菱
組
格
子
の
付
い
た
、
磨
り
ガ
ラ
ス
腰

障
子
が
嵌
め
ら
れ
、
そ
の
外
側
に
は
半
蔀
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
予
備
室
の
北
側
の

壁
に
は
、
彫
刻
が
施
さ
れ
た
引
戸
（
舞
良
戸
か
）
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

二
階
に
は
三
十
二
畳
の
遠
望
室
が
あ
り
、
天
井
に
は
「
古
代
模
様
」
を
あ
ら
わ
す

装
飾
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
辻
金
具
な
ど
が
あ
っ
た
か
）
。
四
方
の
壁
に
は
、
中
央

間
に
濡
縁
へ
の
出
入
口
、
そ
の
左
右
に
花
頭
窓
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
は
比
較
的
小

さ
な
菱
組
格
子
が
付
い
た
、
磨
り
ガ
ラ
ス
腰
障
子
が
嵌
め
ら
れ
て
い
た
。

（
四
）
玄
関
と
大
廊
下

　

別
棟
と
し
て
北
側
に
あ
っ
た
玄
関
は
木
造
平
屋
建
て
、
梁
間
四
間
、
桁
行
五
間
、

入
母
屋
造
銅
板
葺
き
で
あ
っ
た
。
外
観
は
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
玄
関
と
よ
く
似
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
壁
・
外
壁
と
も
、
肉
色
の
南

蛮
漆
喰
塗
で
あ
っ
た
（
大
廊
下
、
脇
玄
関
、
厠
、
貴
賓
厠
も
こ
れ
に
同
じ
）
。

　

内
部
は
、
東
側
に
東
西
三
間
、
南
北
四
間
、
二
十
四
畳
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
の
西

側
に
東
西
二
間
、
南
北
四
間
、
三
和
土
の
土
間
が
あ
っ
た
。
と
も
に
格
天
井
で
あ
っ

た
。
外
廻
り
に
は
花
頭
窓
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
土
間
の
西
側
に
は
東
西
一
間
、
南

北
二
間
、
唐
破
風
銅
板
葺
き
の
車
寄
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
入
口
に
は
両
開
き
の
戸

図２　貴賓館内部　『第十回関西府県連合共進会記念写真帖』より転載
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図３　貴賓館正面図　左が北側、『第十回関西府県連合共進会事務報告』より転載

図４　貴賓館平面図　左が北側、『第十回関西府県連合共進会事務報告』より転載
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が
あ
り
、
桐
文
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
た
。

　

本
館
と
玄
関
は
、
大
廊
下
で
結
ば
れ
て
い
た
。
大
廊
下
は
内
室
造
で
梁
間
二
間
、

桁
行
五
間
七
分
五
厘
、
両
下
造
銅
板
葺
き１２

、
二
十
三
畳
で
あ
っ
た
。
大
き
な
花
頭
窓

に
は
格
子
の
磨
り
ガ
ラ
ス
腰
障
子
が
、
そ
の
外
に
は
高
欄
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
本

館
と
の
境
に
は
両
折
両
開
き
の
扉
が
あ
り
、
八
双
金
物
で
飾
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
上

に
は
蟇
股
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
内
部
に
は
絨
毯
が
敷
か
れ
て
い
た
。

　

玄
関
の
北
側
に
は
、
梁
間
一
〇
尺
、
桁
行
五
間
、
入
母
屋
造
�
葺
き
の
脇
玄
関
と

厠
が
接
続
し
て
い
た
。

　

本
館
と
玄
関
の
周
囲
に
は
、
縁
石
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
そ
の
内
側
に
は
幅
二
尺
の
雨

落
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
底
は
三
和
土
で
、
そ
の
上
に
勝
川
小
石
が
敷
き
詰
め
ら

れ
て
い
た
。

（
五
）
貴
賓
厠
、
吉
田
庵
、
土
間
廊
下

　

本
館
・
玄
関
の
東
側
に
、
独
立
棟
と
し
て
建
て
ら
れ
た
貴
賓
厠
は
、
面
積

五
十
一
・
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
寄
棟
造
瓦
葺
き
だ
が
一
方
は
切
妻
破
風
で
、
懸
魚

や
蟇
股
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
三
畳
の
脱
衣
所
、
二
畳
の
用
所
が
二
部
屋
、
流
し
場
、

廊
下
が
あ
っ
た
。
猿
頬
天
井
と
化
粧
屋
根
裏
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
格
子
窓
に
は
磨
り

ガ
ラ
ス
障
子
が
嵌
め
ら
れ
て
い
た
。
図
５
に
は
、
そ
の
平
面
形
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。

　

玄
関
の
北
側
に
は
吉
田
庵
が
あ
り
、
土
間
廊
下
で
接
続
し
て
い
た
。
こ
れ
は
吉
田

禄
在
が
所
有
し
て
い
た
茶
席
で
、
共
進
会
の
開
催
前
か
ら
こ
の
地
に
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
名
古
屋
開
府
三
百
年
記
念
会
が
購
入
し
、
共
進
会
の
会
期
中
は
休
憩
所
と
し
て

使
用
さ
れ
た１３

。
土
間
廊
下
は
本
館
・
玄
関
と
同
時
に
建
て
ら
れ
た
。
梁
間
一
間
、

桁
行
十
七
間
、
屋
根
は
両
下
造
で
、
杉
赤
身
を
大
和
打
ち
に
し
て
い
た
。
柱
は
錆
丸

太
造
で
、
土
間
は
三
和
土
、
腰
壁
は
吉
野
杉
皮
の
網
代
張
り
で
あ
っ
た
。

　

本
館
の
南
側
に
は
、
松
尾
宗
見
作
の
庭
園
が
広
が
っ
て
い
た
。

（
六
）
共
進
会
開
催
中
の
運
営

　

会
期
中
、
記
念
館
は
「
貴
賓
館
」
と
呼
ば
れ
、
一
階
の
客
室
二
室
、
二
階
の
遠
望

室
が
来
賓
の
休
憩
所
と
さ
れ
た
。
二
階
か
ら
は
会
場
の
み
な
ら
ず
、
南
に
高た
か
く
ら座

結む
す
び
の
み
こ

御
子
神
社
（
現
在
の
名
古
屋
市
熱
田
区
高
蔵
町
）
の
森
、
北
に
名
古
屋
城
の
眺
望

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た１４

。

　

貴
賓
館
の
運
営
は
、
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
愛
知
県
協
賛
会
と
名
古
屋
開

府
三
百
年
記
念
会
の
共
同
で
行
わ
れ
た
。
絵
は
が
き
な
ど
記
念
印
刷
物
の
贈
呈
・
呈

茶
が
行
わ
れ
、
重
要
な
来
賓
に
は
昼
食
が
提
供
さ
れ
た
。
皇
太
子
（
の
ち
の
大
正
天

皇
）
を
は
じ
め
、
一
万
二
千
人
余
り
の
賓
客
を
も
て
な
し
た１５

。

　

名
古
屋
市
は
、
こ
の
記
念
館
と
噴
水
塔
、
奏
楽
堂
の
三
つ
を
「
永
久
的
建
築
物
」

と
し
て
、
共
進
会
終
了
後
も
保
存
、
活
用
す
る
計
画
で
あ
っ
た１６

。

二
　
共
進
会
終
了
後
か
ら
大
正
期
ま
で

（
一
）
九
皐
閣
か
ら
聞
天
閣
へ

　

共
進
会
終
了
後
ま
も
な
く
、
記
念
館
は
「
九
き
ゅ
う
こ
う
か
く

皐
閣
」
と
命
名
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
詩

経
』
所
収
の
詩
、「
鶴
鳴
于
九
皐 

声
聞
于
天
（
鶴
九
皐
に
鳴
き
て
声
天
に
聞
こ
ゆ
） １７

」

か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
名
古
屋
市
長
で
あ
っ
た
阪
本
釤さ
ん
の
す
け

之
助
が
命
名
し
た
と
さ
れ
る
。

　

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
刊
の
『
名
古
屋
市
史　

政
治
編　

第
三
』
で
は
、「
聞
天

閣
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
年
ま
で
に
も
う
一
度
改
称
し
た
こ
と
に
な
る１８

。

こ
れ
も
同
じ
漢
詩
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
短
期
間
に
二
度
も
改
称
し
た
経
過
は
不
明
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で
あ
る
が
、
阪
本
は
蘋ひ

ん

園え
ん

と
号
す
る
漢
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
関
与
が
想
像
さ
れ
る
。「
九

皐
閣
」
と
命
名
し
て
は
み
た
も
の
の
、
あ
ま
り
に
も
難
読
で
、
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
阪
本
の
市
長
在
任
は
、
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
七
月
四
日
か
ら
、
大
正
六
年
一
月
二
十
三
日
ま
で
で
あ
る
。

（
二
）
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
の
利
用

　

大
正
四
年
十
一
月
は
大
正
天
皇
の
御
大
典
奉
祝
の
た
め
、
鶴
舞
公
園
で
さ
ま
ざ
ま

な
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。

　

同
月
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
名
古
屋
市
奉
祝
会
の
主
催
に
よ
る
菊
花
展
覧
会

が
、
公
園
内
の
竜
ヶ
池
畔
で
開
催
さ
れ
た１９

。
聞
天
閣
で
は
こ
れ
と
同
時
期
に
、
名

古
屋
市
の
主
催
に
よ
る
生
花
・
盆
栽
の
陳
列
展
が
開
催
さ
れ
た２０

。
十
三
日
に
は
、

菊
花
展
覧
会
の
褒
賞
授
与
式
が
、
聞
天
閣
の
庭
園
で
行
わ
れ
た２１

。
十
七
日
に
は
、

県
奉
祝
会
の
主
催
に
よ
る
大
典
奉
祝
宴
が
、
公
園
内
の
賜
饌
場
跡
（
運
動
場
内
に
設

け
ら
れ
て
い
た
）
で
六
百
人
以
上
を
集
め
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
終
了
後
に
、
参
加
者

は
菊
花
展
覧
会
と
聞
天
閣
で
の
展
示
を
観
覧
し
、
茶
菓
で
接
待
さ
れ
た２２

。
二
十
七

日
に
は
盛
花
倶
楽
部
の
主
催
に
よ
る
大
典
奉
祝
盛
花
会
が
、
聞
天
閣
で
開
催
さ
れ
た２３

。

　

大
正
七
年
四
月
二
十
日
に
、
鶴
舞
公
園
附
属
動
物
園
が
開
園
し
た
。
開
園
式
は
聞

天
閣
で
行
わ
れ
、
多
く
の
来
賓
が
出
席
し
た
。
名
古
屋
市
長
の
佐
藤
孝
三
郎
の
案
内

に
よ
り
、
動
物
園
を
巡
覧
し
た
後
、
聞
天
閣
へ
戻
っ
て
祝
宴
が
開
か
れ
た２４

。

　

同
年
四
月
一
日
、
鶴
舞
公
園
管
理
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
。
場
所
は
吉
田
山
に
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
十
二
年
四
月
一
日
に
、
名
古
屋
市
土
木
課
の
組
織
改
編
に

よ
り
、
事
務
所
は
廃
止
さ
れ
た
。
代
わ
っ
て
係
員
詰
所
が
置
か
れ
た
が
、
敷
地
・
建

物
は
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
た
。
一
、
〇
四
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
作
業
舎
、
人

夫
詰
所
、
倉
庫
、
材
料
置
場
二
棟
が
あ
っ
た２５

。

　

聞
天
閣
の
屋
根
は
、
当
初
は
銅
板
葺
き
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
五
年
に
檜
皮
葺
き

に
改
め
ら
れ
た２６

。
図
５
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
作
成
と
考
え
ら
れ
る
、
吉
田

山
付
近
の
平
面
図
で
あ
る
。

三
　
昭
和
初
期

図５　鶴舞公園平面図（聞天閣）　名古屋市緑政土木局蔵
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（
一
）
御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
九
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
、
鶴
舞
公
園
に

お
い
て
、
御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
名
古
屋
勧
業
協
会

で
あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
は
名
古
屋
市
が
主
催
し
た
、
初
の
大
規
模
な
博
覧
会
で
あ
っ

た
。
会
期
中
に
は
、
百
九
十
四
万
人
以
上
の
入
場
者
を
集
め
た
。

　

こ
の
博
覧
会
で
も
、
聞
天
閣
は
貴
賓
館
と
し
て
使
用
さ
れ
た２７

。
重
要
来
賓
は
聞

天
閣
と
鶴か
く
か
く
て
い

々
亭
、
一
般
来
賓
は
「
迎
賓
館
」
と
、
建
物
の
役
割
分
担
が
な
さ
れ
た
。
鶴
々

亭
は
こ
の
博
覧
会
で
、
名
古
屋
材
木
商
工
同
業
組
合
が
参
考
出
品
と
し
て
、
会
場
内

に
建
て
た
茶
席
で
あ
る２８

。
「
迎
賓
館
」
は
、
会
場
西
端
の
鯱
ヶ
池
（
現
在
の
ベ
ビ
ー

ゴ
ル
フ
場
付
近
）
に
面
し
て
建
て
ら
れ
た
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
風
の
洋

風
建
築
で
あ
っ
た２９

。

　

聞
天
閣
の
室
内
に
は
、
伊
藤
次
郎
左
衛
門
、
岡
谷
惣
助
、
瀧
定
助
ら
、
名
古
屋
の

財
界
人
か
ら
借
用
し
た
美
術
品
が
飾
ら
れ
た
。
は
じ
め
は
名
古
屋
ホ
テ
ル
に
よ
っ
て

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
が
提
供
さ
れ
た
が
、
十
月
か
ら
は
抹
茶
が
呈
さ
れ
た
。
金
城
女
学

校
茶
道
教
師
で
あ
っ
た
岡
崎
た
ま
を
は
じ
め
五
人
に
委
嘱
し
、
毎
日
一
名
が
交
代
で

呈
茶
を
行
っ
た
。
会
期
中
の
呈
茶
数
は
、
聞
天
閣
で
二
千
五
百
二
十
六
人
、
迎
賓
館

で
一
〇
、
一
〇
九
人
で
あ
っ
た
。
食
事
提
供
数
は
合
わ
せ
て
千
二
百
四
十
人
で
あ
っ

た３０

。

（
二
）
美
術
館
の
建
設

　

こ
の
博
覧
会
に
際
し
て
、
聞
天
閣
の
東
隣
に
、
美
術
館
が
建
設
さ
れ
た
。
木
造
平

屋
建
て
、
ス
レ
ー
ト
葺
き
、
床
面
積
一
、
三
二
二
・
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
で
あ
っ

た３１

。
半
永
久
的
な
建
築
物
と
し
て
、
博
覧
会
終
了
後
も
美
術
館
と
し
て
使
用
す
る

計
画
で
あ
っ
た
。
当
初
は
東
海
美
術
協
会
、
名
古
屋
勧
業
協
会
の
所
有
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
五
年
十
二
月
に
名
古
屋
市
へ
寄
付
さ
れ
た３２

。

（
三
）
猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
の
移
築

　

昭
和
四
年
十
月
、
そ
れ
ま
で
愛
知
県
商
品
陳
列
館
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
、
猿さ
る
め
ん面
茶

屋
と
松
し
ょ
う
げ
つ
さ
い

月
斎
が
、
県
か
ら
の
寄
付
を
受
け
、
聞
天
閣
の
北
側
、
吉
田
庵
の
西
隣
に
移

築
さ
れ
た
。

　

猿
面
茶
屋
は
、
織
田
信
長
の
命
に
よ
り
、
古
田
織
部
正
重し
げ
な
り然

が
清
須
城
内
に
建
て

た
と
さ
れ
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
の
名
古
屋
城
築
城
に
際
し
て
は
、
形
態
を

改
め
ず
に
移
築
さ
れ
た
と
い
う
。
木
造
平
屋
建
て
、
入
母
屋
造
茅
葺
き
、
面
積

三
三
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
二
年
七
月
二
十
九
日
に
国
宝
に
指
定

さ
れ
た３３

。

　

松
月
斎
は
尾
張
徳
川
家
十
二
代
・
斉な
り
た
か壮

が
、
名
古
屋
城
三
之
丸
の
御
屋
形
内
に
建

て
た
数
寄
屋
風
書
院
で
あ
っ
た
。
木
造
平
屋
建
て
、
入
母
屋
造
茅
葺
き
、
面
積

八
八
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た３４

。

　

昭
和
八
年
八
月
八
日
に
は
、
公
園
事
務
所
（
係
員
詰
所
）
が
改
築
さ
れ
た３５

。
こ

の
時
点
で
、
総
面
積
一
七
、
〇
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
吉
田
山
に
は
、
聞
天
閣
、
吉

田
庵
、
美
術
館
、
猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
、
係
員
詰
所
と
、
多
く
の
建
物
が
建
て
ら
れ

て
い
た
。
樹
木
が
鬱
蒼
と
し
、
公
園
内
で
最
も
深
い
森
と
な
っ
て
い
た３６

。

（
四
）
鶴
舞
公
園
の
有
料
利
用
施
設

　

昭
和
九
年
時
点
の
鶴
舞
公
園
内
で
は
、
普
選
記
念
壇
、
奏
楽
堂
、
鶴
々
亭
、
美
術

館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
有
料
貸
出
施
設
（
名
古
屋
市
土
木
部
管
轄
）
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
の
貸
出
施
設
と
し
て
は
市
公
会
堂
（
同
市
庶
務
部
管
轄
）
、
運
動
場
（
同

市
教
育
部
が
管
轄
）
が
あ
っ
た３７

。

　

昭
和
四
年
十
二
月
十
日
施
行
・
同
七
年
四
月
二
十
九
日
改
正
の
公
園
使
用
条
例
の
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第
五
條
に
は
、
公
園
地
、

中
村
公
園
運
動
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
美
術
館
、

普
選
記
念
壇
、
記
念
館
、

鶴
々
亭
、
売
店
の
使
用

料
の
上
限
額
が
定
め
ら

れ
て
い
た３８

。
こ
の
「
記

念
館
」
は
聞
天
閣
で
は

な
く
、
中
村
公
園
の
記

念
館
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る３９

。
聞
天
閣
が
使
用

さ
れ
る
の
は
、
特
別
な

事
情
が
あ
っ
た
時
に
限

ら
れ
て
い
た
。

（
五
）
一
般
公
開

　

昭
和
九
年
六
月
ご
ろ
に
猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
、
聞
天
閣
が
一
般
公
開
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
猿
面
茶
屋
は
、
名
古
屋
の
富
裕
層
が
構
成
す
る
猿
面
会
が
、

年
に
一
、
二
度
使
用
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
「
建
築
保
存
の
上
か
ら
も
そ
の
開
放
は
茶

ど
こ
ろ
名
古
屋
と
し
て
意
義
深
い
も
の
」
と
い
う
同
会
か
ら
の
進
言
に
よ
り
、
名
古

屋
市
が
公
開
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
時
に
、
隣
接
す
る
聞
天
閣
、
松
月
斎
も
公

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た４０

。
た
だ
し
会
期
や
観
覧
者
数
な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。

　

ま
た
同
年
九
月
二
十
二
日
、
こ
の
地
方
を
襲
っ
た
室
戸
台
風
に
よ
り
、
聞
天
閣
の

屋
根
が
損
傷
し
、
檜
皮
の
大
部
分
が
葺
き
替
え
ら
れ
た４１

。

四
　
木
造
家
屋
火
災
実
験
で
の
被
災
と
修
理

（
一
）
実
験
の
概
要

　

聞
天
閣
は
戦
災
よ
り
も
前
に
、
防
火
訓
練
中
に
火
災
に
遭
っ
て
い
た４２
４３

。
こ
れ
は
昭

和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
四
月
二
十
二
日
に
、
鶴
舞
公
園
運
動
場
（
公
園
内
の
南
西

端
に
あ
る
。
現
在
の
テ
ラ
ス
ポ
鶴
舞
の
場
所
、
旧
陸
上
競
技
場
）
で
、
「
木
造
家
屋

火
災
実
験
」
が
行
わ
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
実
験
は
、
前
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
、
八
月
に
名
古
屋
市
に
適
用
さ
れ
た
、

防
空
建
築
規
則
の
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
規
則
で
定
め
ら
れ
た
「
防

火
改
修
」
が
、
木
造
家
屋
の
延
焼
防
止
・
遅
延
に
高
い
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
を
公

開
し
、
規
則
の
周
知
徹
底
と
、
「
防
火
改
修
」
事
業
の
促
進
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

主
催
は
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、
大
日
本
防
空
協
会
、
同
協
会
愛
知
支
部
で
あ
っ
た
。

効
果
を
明
確
に
す
る
た
め
、
「
防
火
改
修
」
を
施
し
た
木
造
家
屋
二
棟
、
通
常
の
木

造
家
屋
四
棟
が
、
「
供
試
家
屋
」
と
し
て
運
動
場
の
中
央
、
約
十
二
メ
ー
ト
ル
四
方

に
密
集
し
て
建
て
ら
れ
た
。
こ
こ
で
い
う
「
防
火
改
修
」
と
は
、
壁
面
を
漆
喰
塗
り

に
す
る
、
ワ
イ
ヤ
ラ
ス
張
り
・
モ
ル
タ
ル
塗
り
に
す
る
、
耐
火
木
材
を
使
用
す
る
と

い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
同
時
に
点
火
し
、
公
衆
の
面
前
で
効
果
を
実
証

し
よ
う
と
し
た４４

。

（
二
）
飛
び
火
に
よ
る
焼
損

　

映
画
館
、
市
内
電
車
・
バ
ス
広
告
な
ど
で
大
々
的
に
宣
伝
を
行
っ
た
結
果
、
実
験

の
当
日
は
、
主
催
者
発
表
で
八
万
人
も
の
観
衆
が
集
ま
っ
た
。
点
火
が
開
始
さ
れ
た

図６　火災実験で被災した聞天閣　『木造家屋火災実験報告』より転載



79 名古屋城調査研究センター研究紀要　第２号（2021 年）　

午
後
二
時
に
は
、
強
い
西
風
が
吹
い
て
い
た
。
点
火
し
て
す
ぐ
に
、
無
数
の
火
の
粉

が
飛
散
し
始
め
た
。
供
試
家
屋
か
ら
西
へ
六
七
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
も
、
灰

が
盛
ん
に
降
り
、
一
〇
セ
ン
チ
四
方
ほ
ど
の
薄
片
が
落
下
し
た４５

。

　

供
試
家
屋
か
ら
西
へ
二
八
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
聞
天
閣
付
近
で
は
、
公
園
職
員
な

ど
十
数
名
が
待
機
し
て
い
た
。
点
火
し
て
十
分
後
に
は
、
火
の
粉
が
一
階
の
屋
根
上

に
落
ち
始
め
、
も
み
消
し
に
か
か
っ
た
。
二
十
分
後
に
は
二
階
の
屋
根
か
ら
黒
煙
が

あ
が
り
、
消
火
が
開
始
さ
れ
た
。
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
二
階
屋
根
の
露
盤
、

檜
皮
、
小
屋
組
な
ど
が
損
傷
し
た４６

。
消
火
水
の
た
め
、
建
物
や
内
装
が
汚
損
し
、

被
害
額
は
一
千
二
百
円
に
な
っ
た
。

　

こ
の
火
災
発
生
を
、
新
聞
は
肯
定
的
に
報
じ
た
。
四
月
二
十
三
日
付
の
『
名
古
屋

新
聞
』
朝
刊
は
、
「
猛
火
防
ぐ
『
裾
壁
』
の
威
力　

ラ
ス
モ
ル
タ
ル
塗
料　

耐
火
木

材
も
好
成
績　

火
災
実
験
は
教
へ
る
」
の
見
出
し
で
、
以
下
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

聞
天
閣
の
火
事
騒
ぎ
を
生
じ
、
参
加
の
係
員
も
観
衆
も
演
習
気
分
を
か
な
ぐ
り

捨
て
て
戦
調
横
溢
、
思
い
が
け
ぬ
こ
の
災
厄
に
か
へ
っ
て
〝
防
火
は
平
常
に
備

え
よ
〞
の
教
訓
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
脳
裏
に
焼
き
込
む
結
果
と
な
っ
て
、
実
験
効
果

は
ひ
と
し
ほ
あ
が
っ
た

　

同
日
付
の
『
新
愛
知
』
朝
刊
で
は
、「
防
火
改
修
の
必
要　

市
民
ら
わ
が
眼
で
実
験
」

の
見
出
し
で
、
以
下
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

意
外
に
も
、
実
験
火
災
の
飛
火
が
三
丁
程
離
れ
た
同
公
園
内
聞
天
閣
に
燃
え
移

り
屋
根
の
一
部
を
焼
く
の
椿
事
ま
で
惹
起
し
た
が
、
そ
の
結
果
想
い
設
け
ぬ
実

地
経
験
を
生
み
、
参
加
し
た
関
係
者
皿
に
参
観
の
市
民
に
多
大
の
感
銘
を
与
え

百
パ
ー
セ
ン
ト
の
効
果
を
収
め
た

　

い
ず
れ
も
「
防
火
改
修
」
の
効
果
は
「
絶
大
」
で
、
聞
天
閣
が
被
災
し
た
こ
と
も

含
め
て
、
実
験
は
「
大
成
功
」
で
あ
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
政
府

や
官
庁
に
対
す
る
批
判
的
な
報
道
は
、
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

（
三
）
修
理

　

聞
天
閣
の
「
災
害
復
旧
」
工
事
は
、
す
ぐ
に
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
十
五
年
五
月

十
五
日
に
は
「
ア
ク
」
洗
上
、
屋
根
鉄
板
仮
覆
、
階
段
室
絨
毯
取
り
外
し
工
事
が
完

成
し
た４７

。
六
月
十
一
日
に
は
電
灯
の
修
理
工
事
が
完
成
し
た４８

。
七
月
二
日
に
は
二

階
と
大
廊
下
の
屋
根
葺
き
工
事
が４９

、
同
日
に
畳
縁
破
損
箇
所
の
修
繕
・
畳
表
の
掃
除
・

敷
き
込
み
、
一
階
の
畳
床
の
修
理
・
敷
き
込
み
、
二
階
の
畳
縁
の
取
り
解
し
・
洗
い

張
り
・
取
り
付
け
・
敷
き
込
み
工
事
が５０

、
五
日
に
は
大
廊
下
の
濡
縁
・
玄
関
の
板
塀
（
両

面
袋
板
張
り
）
の
修
理
工
事
が５１

、
九
日
に
は
砂
壁
、
黄
大
津
壁
、
紙
貼
壁
の
工
事
が

完
成
し
た５２

。
九
月
十
六
日
に
は
絨
毯
敷
き
込
み
工
事
が５３

、
二
十
二
日
に
は
避
雷
針
改

修
工
事
が
完
成
し
た５４

。
こ
れ
で
一
連
の
「
災
害
復
旧
」
工
事
は
完
了
し
た
。

　

遅
く
と
も
同
年
十
一
月
二
十
三
日
に
は
、
聞
天
閣
の
供
用
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
の

日
に
は
名
古
屋
市
総
務
部
が
、
内
務
省
行
財
政
監
査
一
行
を
接
遇
す
る
た
め
に
使
用

し
て
い
る５５

。

五
　
聞
天
閣
の
解
体
と
焼
失

（
一
）
市
公
会
堂
に
防
空
隊
本
部
設
置
、
運
動
場
が
高
射
砲
陣
地
に

　

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
八
月
、
陸
軍
名
古
屋
防
空
隊
が
編
成
さ
れ
、
中
部
軍
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に

編

入

さ

れ

た
。
名
古
屋
近

辺

の

軍

事

施

設
、
軍
需
工
場
、

官
庁
な
ど
を
空

襲

か

ら

援

護

し
、
高
射
砲
と

照
明
に
よ
り
、

敵
機
が
爆
撃
を

開

始

す

る

前

に
、
撃
墜
す
る

こ
と
が
主
任
務

と
さ
れ
た
。
本

部
は
鶴
舞
公
園

内
の
名
古
屋
市

公
会
堂
（
以
下
、

市
公
会
堂
）
内

に
置
か
れ
た
。

部
隊
が
市
公
会
堂
に
入
っ
た
の
は
、
同
年
八
月
十
四
、
十
五
日
の
両
日
で
あ
っ
た５６

。

　

市
公
会
堂
は
、
鶴
舞
公
園
の
北
西
端
に
現
存
し
て
い
る
。
昭
和
五
年
に
完
成
し
た
、

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
四
階
・
地
下
一
階
建
て
の
建
物
で
あ
る５７

。
当

時
は
珍
し
か
っ
た
高
層
建
築
が
、
防
空
指
揮
に
最
適
と
さ
れ
た
。
こ
の
四
階
に
部
隊

本
部
、
屋
上
に
戦
闘
指
揮
所
が
置
か
れ
た
。

　

同
時
に
運
動
場
に
、
鶴
舞
公
園
陣
地
（
高
射
砲
陣
地
）
が
構
築
さ
れ
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
東
南
隅
に
八
八
式
七
・
五
糎
高
射
砲
四
門
が
設
置
さ
れ
た
。
吉
田
山
の
周
囲

の
桜
は
、
砲
撃
の
「
邪
魔
」
に
な
る
た
め
、
上
半
分
が
剪
定
さ
れ
た５８

。

　

こ
の
翌
月
に
は
、
名
古
屋
か
ら
五
〇
〜
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
十
六
か

所
に
、
前
進
監
視
哨
（
対
空
監
視
哨
）
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
に
位
置
し
た
の

が
、
市
公
会
堂
の
屋
上
に
建
て
ら
れ
た
本
部
監
視
哨
で
あ
っ
た
。
友
軍
機
、
敵
軍
機

の
行
動
情
報
を
す
べ
て
集
め
、
直
通
の
電
話
回
線
で
、
麾
下
の
各
隊
に
情
報
を
発
し

て
い
た５９

。

　

以
後
、
部
隊
組
織
の
改
編
・
移
動
や
、
陣
地
の
新
設
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
昭
和

二
十
年
の
終
戦
ま
で
、
市
公
会
堂
に
は
高
射
砲
隊
の
司
令
部
が
置
か
れ
続
け
た
。

（
二
）
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲

　

昭
和
十
七
年
四
月
十
八
日
の
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲
で
は
、
十
六
機
の
米
軍
機
が
日

本
の
主
要
都
市
を
爆
撃
し
た
。
こ
の
時
に
多
く
の
死
傷
者
、
家
屋
の
損
害
を
出
し
た

が
、
高
射
砲
隊
に
よ
る
砲
撃
は
、
米
軍
機
を
一
機
も
撃
墜
で
き
ず
に
終
わ
っ
た
。

　

名
古
屋
に
は
二
機
が
飛
来
し
た
。
う
ち
一
機
が
、
名
古
屋
城
内
に
駐
屯
し
て
い
た

陸
軍
第
三
師
団
兵
営
を
目
標
に
、
焼
夷
弾
二
発
を
投
下
し
た
。
や
や
東
に
そ
れ
て
、

三
之
丸
の
第
三
師
団
馬
糧
倉
庫
（
現
在
の
名
古
屋
法
務
合
同
庁
舎
の
場
所
）
、
第
二

陸
軍
病
院
（
現
在
の
名
古
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
の
場
所
）
に
命
中
し
、
こ
れ
ら
は
全
焼

し
た６０

。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
陸
海
軍
は
大
き
な
危
機
感
と
焦
り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

（
三
）
陸
軍
か
ら
の
「
照
会
」
文
書

　

「
永
久
的
建
築
物
」
と
さ
れ
て
い
た
聞
天
閣
の
運
命
は
、
一
通
の
文
書
に
よ
っ
て

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
十
七
年
五
月
四
日
付
で
、
名
古
屋
師
団
（
陸
軍
第
三
師

図７　聞天閣附近高射砲陣地所要地域要図　名古屋市市政資料館蔵
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団
）
参
謀
長
名
で
、
名
古
屋
市
長
宛
に
「
鶴
舞
公
園
高
射
砲
陣
地
移
動
ノ
件　

照
会
」

が
出
さ
れ
た
。
こ
の
文
書
は
丸
秘
扱
い
で
あ
っ
た６１

。

首
題
ノ
件
戦
闘
ノ
経
験
ニ
ヨ
リ
運
動
場
陣
地
ヲ
聞
天
閣
ノ
台
地
上
ニ
変
換
致
度

ニ
付
配
慮
相
成
度
右
及
照
会
候
也

尚
所
用
地
域
別
紙
要
図
ノ
如
ク
此
ノ
地
域
内
ノ
樹
木
及
家
屋
ハ
中
央
ヨ
リ
遮
蔽

角
ヲ
五
十
密
位
以
下
ト
ス
ル
如
ク
清
掃
又
ハ
除
去
セ
ラ
レ
度

別
紙
の
「
聞
天
閣
附
近
高
射
砲
陣
地
所
要
地
域
要
図
」
（
図
７
）
に
、
そ
の
区
域
が

示
さ
れ
、
左
端
に
備
考
が
記
さ
れ
て
い
る
。

備
考

１
．
本
地
域
内
ノ
家
屋
ハ
中
央
カ
ラ
全
周
ニ
対
シ
五
〇
密
位
以
内
ニ
ナ
ル
迄
取
除

ク
ヲ
要
ス

２
．
樹
木
ハ
地
域
内
外
共
ニ
前
項
遮
蔽
角
以
下
ト
ナ
ル
迄
高
所
ヲ
伐
ル
カ
他
ニ
移

植
ヲ
要
ス

　

そ
れ
ま
で
運
動
場
に
あ
っ
た
高
射
砲
陣
地
を
、
吉
田
山
に
移
転
す
る
の
で
、
要

図
に
記
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
、
中
央
か
ら
遮
蔽
角
五
〇
ミ
ル
（
一
ミ
ル

≒

〇
・

〇
五
七
三
度
）
よ
り
も
高
い
建
物
は
取
り
壊
す
こ
と
、
樹
木
は
そ
れ
以
下
と
な
る
よ

う
に
剪
定
す
る
か
、
区
域
外
に
移
植
す
る
こ
と
、
と
い
う
命
令
で
あ
っ
た
。

（
四
）
市
参
事
会
で
の
解
体
決
定

　

同
年
六
月
三
日
の
市
参
事
事
会
で
、
八
六
号
議
案
「
不
動
産
解
体
の
件
（
鶴
舞
公

園
聞
天
閣
・
美
術
館
・
公
園
事
務
所
、
軍
事
上
必
要
の
た
め
）
」
が
承
認
さ
れ
た６２

。

こ
こ
で
解
体
す
る
と
さ
れ
た
建
物
は
、
聞
天
閣
、
美
術
館
、
公
園
事
務
所
（
係
員
詰

所
）
・
付
属
の
温
室
で
あ
っ
た
。
提
案
の
理
由
は
、
「
軍
事
上
取
毀
シ
ノ
必
要
生
ジ
タ

ル
ニ
由
ル
」
と
説
明
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た６３

。
こ
の
議
案
は
、
七
月
二
十
三
日
に

開
か
れ
た
市
会
本
会
議
に
は
諮
ら
れ
な
か
っ
た
。
解
体
は
、
市
参
事
会
が
代
決
権
を

持
つ
、
「
軽
易
な
事
件
の
範
囲
」
内
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
新
聞
報
道

　

と
こ
ろ
が
同
年
五
月
十
九
日
付
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
、
「
鶴
舞
公
園
か
ら
消
え

る
名
物
二
つ　

聞
天
閣
と
猿
面
茶
屋　

市
参
事
会
で
撤
去
決
ま
る
」
の
見
出
し
で
、

解
体
が
報
じ
ら
れ
た
。
聞
天
閣
が
「
都
合
」
に
よ
り
撤
去
さ
れ
る
こ
と
が
、
市
参
事

会
で
承
認
さ
れ
、
六
月
の
市
会
で
確
定
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
実
際
に
市

参
事
会
で
承
認
さ
れ
る
よ
り
も
十
五
日
早
く
、
新
聞
報
道
が
さ
れ
た
。

　

こ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
名
古
屋
市
か
ら
す
れ
ば
、
情
報
を
リ
ー
ク
し
て
全

国
紙
に
報
道
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
陸
軍
の
命
令
と
は
い
え
国
宝
の
猿
面
茶
屋
ま
で

解
体
し
て
い
い
の
か
、
文
部
省
な
ど
の
動
向
を
見
る
狙
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
記
事
で
は
、
撤
去
後
に
聞
天
閣
を
ど
う
す
る
か
は
未
定
だ
が
、
「
国
宝
的
建
築

物
」
と
し
て
移
転
保
存
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
同
じ
敷
地
に
あ
る
管
理
事
務
所
（
係
員
詰

所
）
は
撤
去
し
、
国
宝
の
猿
面
茶
屋
も
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
見

方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
「
保
存
に
善
処
」
の
見
出
し
で
、
名
古
屋

市
土
木
局
公
園
課
長
・
野
間
守
人
の
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
聞
天
閣
は
撤
去
す

る
が
、
移
築
・
保
存
す
る
方
向
性
を
述
べ
て
い
る
。

『
こ
の
由
緒
あ
る
建
築
物
を
撤
去
す
る
の
は
萬
や
む
を
得
な
い
結
果
で
あ
り
ま
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す
、
ま
だ
正
式
に
決
定
し
た
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
参
事
会
の
内
諾
は
得
ま

し
た
か
ら
何
れ
正
式
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
せ
う
、
私
と
し
ま
し
て
は

聞
天
閣
の
如
き
国
宝
的
建
築
物
は
最
も
市
民
の
親
し
み
易
い
場
所
に
移
転
し
永

久
に
保
存
し
て
行
く
や
う
考
慮
し
た
い
と
工
夫
を
い
た
し
て
ゐ
る
様
な
議
で
す
』

（
六
）
聞
天
閣
、
美
術
館
の
解
体

　

実
際
に
は
、
聞
天
閣
の
解
体
工
事
は
、
同
年
五
月
三
十
日
に
契
約
・
着
工
さ
れ
た６４

。

市
参
事
会
で
の
承
認
よ
り
も
前
に
、
解
体
さ
れ
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
少
し
前
、
同
年
三
月
十
二
日
か
ら
、
聞
天
閣
の
本
館
と
大
廊
下
の
屋
根
を
、

檜
皮
葺
き
か
ら
ス
レ
ー
ト
葺
き
に
改
め
る
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
前
年
の
木
造

家
屋
火
災
実
験
の
結
果
、
「
聞
天
閣
の
飛
火
に
徴
し
市
街
地
で
は
可
燃
物
で
覆
葺
せ

る
屋
根
は
極
力
避
く
可
で
あ
る６５

」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
、
対
処
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
翌
十
三
日
に
工
事
は
中
止
さ
れ
た
。
こ
の
日
ま
で
に
、
陸
軍
か
ら
「
照

会
」
文
書
が
出
さ
れ
る
見
通
し
が
明
ら
か
に
な
り
、
工
事
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
名
古
屋
市
市
民
局
防
衛
部
防
衛
課
と
の
合
議
の
う
え
、
工
事
は
五
月

二
十
一
日
に
再
開
さ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
完
成
し
た
。
行
政
文
書
上
で
は
、
こ
の

工
事
が
完
了
し
、
名
古
屋
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
へ
引
き
渡
さ
れ
た
の

は
、
七
月
一
日
で
あ
っ
た６６

。
こ
れ
は
解
体
工
事
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
一
か
月
以

上
が
経
過
し
た
後
で
あ
っ
た
。
解
体
工
事
は
八
月
二
十
七
日
に
完
了
し
た６７

。

　

隣
接
す
る
美
術
館
の
解
体
工
事
は
七
月
八
日
に
開
始
さ
れ
、
九
月
五
日
に
完
了
し

た
。
こ
の
工
事
完
了
の
引
継
文
書
は
、
市
防
衛
部
防
衛
課
に
回
議
さ
れ
た６８

。
建
物

が
中
川
運
河
堤
に
防
衛
課
倉
庫
と
し
て
、
移
築
さ
れ
る
た
め
で
あ
っ
た６９

。
公
園
事

務
所
（
係
員
詰
所
）
の
移
転
工
事
は
七
月
六
日
に
開
始
さ
れ
、
十
二
月
十
五
日
に
完

了
し
た７０

。
事
務
所
は
公
園
北
端
の
、
「
秋
の
池
」
畔
に
移
転
し
た７１

。

　

猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
は
解
体
さ
れ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
現
地
に
残
さ
れ
た
。
吉
田
庵

も
残
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い７２

。

（
七
）
八
幡
山
古
墳
の
樹
木
伐
採

　

鶴
舞
公
園
陣
地
か
ら
西
へ
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
東
西
径
約
八
三

メ
ー
ト
ル
、
南
北
径
約
七
九
メ
ー
ト
ル
、
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
、
八
幡
山
古

墳
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
昭
和
六
年
五
月
十
一
日
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
た７３

。

　

こ
の
古
墳
は
「
高
射
砲
陣
地
と
す
る
た
め
に
樹
木
が
伐
採
さ
れ
た
」
と
、
よ
く
紹

介
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
陣
地
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
公
園
内

に
あ
っ
た
陣
地
か
ら
見
て
、
砲
撃
・
観
測
の
「
邪
魔
」
で
あ
っ
た
の
で
、
陸
軍
か
ら

の
指
示
で
樹
木
が
伐
採
さ
れ
た
の
で
あ
る７４

。

　

加
藤
金
逸
『
大
空
に
祈
る
』
に
、
当
時
の
陸
軍
と
文
化
財
保
護
行
政
と
の
関
係
を
、

よ
く
示
す
記
述
が
あ
る
。

　

と
り
わ
け
八
幡
山
に
密
生
す
る
樹
木
は
射
撃
に
対
し
邪
魔
に
な
っ
て
い
た
。

松
本
中
隊
長
や
そ
の
後
中
隊
長
に
な
ら
れ
た
皆
川
中
隊
長
は
、
し
ば
し
ば
作
戦

司
令
部
に
伐
採
方
を
要
請
し
て
い
た
。
作
戦
部
は
部
隊
長
に
進
言
し
折
毎
に
市

に
要
求
し
て
い
た
が
、
市
は
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
言
う
理
由
で
、
仲
々

聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
名
古
屋
防
空
隊
を
視
察
に
来
ら
れ
た
旅
団
長
（
伊
藤
範
治
少
将
）

が
こ
れ
を
聞
き
、
防
空
の
重
要
性
を
重
視
せ
ら
れ
、
た
ま
た
ま
旅
団
長
の
教
育

機
会
を
利
用
し
、
巡
視
に
来
名
せ
ら
れ
た
中
部
軍
司
令
官
後
宮
大
将
に
進
言
し

た
と
こ
ろ
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司
令
官
は
、

「
国
亡
び
て
史
跡
が
何
に
な
る
。
切
れ
。
」

と
市
側
に
要
請
さ
れ
た
。

　

鶴
の
一
声
で
あ
っ
た
。
八
幡
山
古
墳
の
樹
木
が
市
側
に
よ
り
、
二
、
三
日
後
に

伐
採
さ
れ
た
の
だ
。
こ
の
「
鶴
の
一
声
」
の
名
言
は
、
当
部
隊
内
で
も
有
名
に
な
っ

て
い
た
。
市
の
教
育
委
員
会
も
二
の
句
が
出マ
マ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る７５

。

　

こ
の
「
鶴
の
一

声
」
を
発
し
た
司

令
官
は
、
後う
し
ろ
く宮
淳

で
あ
る７６

。
八
幡
山

の
樹
木
が
、
付
近

住
民
の
手
に
よ
っ

て
伐
採
さ
れ
た
の

は
、
昭
和
十
七
年

十
一
月
八
日
で
あ

っ
た７７

。

　

時
系
列
か
ら
考

え
て
、
①
同
年
五

月
四
日
に
、
名
古

屋
師
団
参
謀
長
名

で
名
古
屋
市
長
宛

に
、
「
鶴
舞
公
園

高
射
砲
陣
地
移
動

ノ
件　

照
会
」
が
出
さ
れ
、
吉
田
山
へ
陣
地
が
移
転
す
る
こ
と
が
事
実
上
決
定
し
た
、

②
聞
天
閣
、
美
術
館
、
公
園
事
務
所
（
係
員
詰
所
）
の
解
体
は
、
同
年
９
月
上
旬
ご

ろ
ま
で
に
完
了
し
た
、
③
そ
の
こ
ろ
に
、
八
幡
山
の
樹
木
が
吉
田
山
か
ら
の
視
界
を

遮
っ
て
い
る
こ
と
が
、
陸
軍
内
で
問
題
視
さ
れ
始
め
た
、
④
そ
の
後
に
名
古
屋
市
教

育
委
員
会
と
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
十
一
月
八
日
に
伐
採
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、
実

際
の
経
過
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
八
）
吉
田
山
が
高
射
砲
陣
地
に

　

吉
田
山
に
高
射
砲
陣
地
が
置
か
れ
た
の
は
、
昭
和
十
八
年
八
月
で
あ
っ
た７８

。
当

初
は
八
八
式
七
・
五
糎
高
射
砲
六
門
が
設
置
さ
れ
、
の
ち
に
八
門
に
改
め
ら
れ
た
。

初
め
は
木
製
砲
床
上
に
高
射
砲
が
置
か
れ
た
が
、
そ
の
後
一
門
ず
つ
、
コ
ン
リ
ー
ト

砲
台
に
換
え
ら
れ
て
い
っ
た７９

。
東
側
の
民
家
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
（
現
在
の
名
古
屋

市
立
鶴
舞
小
学
校
の
場
所
）
に
、
兵
舎
が
建
て
ら
れ
た
。
図
８
の
下
部
に
、
運
動
場

と
吉
田
山
に
置
か
れ
て
い
た
、
砲
座
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。
右
端
の
丘
陵
が
八

幡
山
古
墳
、
左
上
の
建
物
が
、
防
空
隊
本
部
が
置
か
れ
て
い
た
市
公
会
堂
で
あ
る
。

　

前
掲
の
『
大
空
に
祈
る
』
に
、
陣
地
移
転
に
当
た
っ
て
、
陸
軍
内
部
の
動
向
に
つ

い
て
の
記
述
が
あ
る
。

　

市
の
中
心
部
に
位
置
し
、
且
広
範
囲
な
空
域
を
援
護
す
る
中
隊
は
か
く
あ
る

べ
き
だ
と
、
も
が
み
隊
を
八
門
（
普
通
は
四
門
昭
和
十
八
年
八
月
よ
り
六
門
）

の
編
成
に
改
編
す
る
よ
う
進
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
十
八
年
八
月
部
隊
大
改
編
が
命
ぜ
ら
れ
、
一
躍
今
ま
で
の
四
門
編
成
か

ら
八
門
編
成
の
中
隊
に
な
り
（
他
の
中
隊
も
こ
の
時
機
に
、
六
門
編
成
に
改
編

し
た
の
で
あ
る
。
）
連
隊
唯
一
の
マ
ン
モ
ス
中
隊
が
出
来
上
が
っ
た
の
だ
。

図８　鶴舞陣地要図　（田村栄吉郎作図）
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し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
の
既
設
陣
地
で
は
狭
い
。
同
陣
地
東
方
に
あ
っ
た
聞

天
閣
や
猿
面
茶
屋
も
移
転
し
、
こ
こ
に
六
千
坪
の
陣
地
が
で
き
た
。

　

部
隊
改
編
が
下
達
さ
れ
る
や
、
こ
の
陣
地
の
拡
張
が
急
が
れ
て
、
大
マ
ン
モ

ス
中
隊
が
日
を
追
っ
て
完
成
し
て
い
っ
た８０

。

　

「
も
が
み
隊
」
と
は
、
鶴
舞
高
射
砲
陣
地
に
配
備
さ
れ
て
い
た
中
隊
に
、
昭
和

十
八
年
八
月
に
付
け
ら
れ
た
通
称
で
あ
る
。
こ
の
時
に
鶴
舞
陣
地
の
高
射
砲
は
六
門
、

そ
の
後
に
八
門
に
増
強
さ
れ
た
が
、
運
動
場
で
は
狭
く
、
吉
田
山
へ
の
移
転
が
必
要

に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

六
　
木
材
の
保
管
と
戦
災
焼
失

（
一
）
工
事
名
「
解
体
及
整
理
工
事
」

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
八
月
二
十
七
日
に
完
了

し
た
解
体
工
事
の
名
称
が
、
行
政
文
書
上
で
は
「
市
立
聞
天
閣
解
体
及
整
理
工
事
」

と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る８１

。
こ
の
「
整
理
」
が
何
を
指
す
の
か
、
文
書
か
ら
は
わ

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
工
期
が
九
十
日
間
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
取

り
壊
し
で
は
な
く
、
移
築
を
前
提
と
し
た
解
体
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

美
術
館
は
、
解
体
だ
け
で
六
十
日
間
を
要
し
て
移
築
さ
れ
、
公
園
事
務
所
は
移
転
も

合
わ
せ
て
、
百
六
十
三
日
間
の
工
期
を
要
し
て
い
る
。

（
二
）
忠
霊
塔
へ
の
移
築
計
画

　

『
鶴
舞
公
園
案
内８２

』
、
『
名
古
屋
公
園
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み８３

』
は
、
高
射
砲
陣
地
と

の
直
接
的
な
関
連
に
は
触
れ
ず
、
名
古
屋
東
部
丘
陵
地
の
東
山
に
「
建
設
中
」
の
「
忠

霊
塔
奉
安
殿
」
へ
移
築
す
る
た
め
に
、
聞
天
閣
は
解
体
さ
れ
た
、
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
解
体
は
移
築
先
を
決
め
て
、
計
画
性
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
七
日
、
東
山
公
園
の
北
側
に
接
す
る
場
所
（
現
在
の
名
古

屋
市
千
種
区
星
が
丘
山
手
の
新
池
、
千
種
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
場
所
）
が
公
園
区

画
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
こ
に
二
・
三
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
防
空
緑
地
公
園
を
整
備
す
る

こ
と
が
、
名
古
屋
市
の
事
業
と
し
て
決
定
告
示
さ
れ
、
そ
の
中
に
忠
霊
塔
の
建
設
が

計
画
さ
れ
た８４

。
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
六
日
に
は
、
十
一
・
四
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区

域
が
、
同
年
五
月
十
三
日
に
は
一
・
六
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
が
、
北
側
に
追
加
さ

れ
た��

。
名
古
屋
市
に
よ
っ
て
整
備
計
画
図
（
図
９
―
１
）
が
作
成
さ
れ
、
内
務
省

と
県
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
戦
局
の
悪
化
に
よ
り
、
工
事
は
開
始
さ
れ
な
か
っ

た
と
見
ら
れ
る
。

　

図
９
―
１
を
見
て
気
づ
く
の
は
、
池
の
東
畔
に
書
き
込
ま
れ
た
、
長
方
形
の
枠
内

に
あ
る
、
三
棟
の
建
物
で
あ
る
（
図
９
―
２
）
。
図
の
下
部
に
あ
る
他
の
建
物
に
は
、

名
称
や
用
途
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
平
面
形
が
、
聞
天
閣
の
そ
れ
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

南
側
に
ほ
ぼ
正
方
形
の
建
物
が
あ
り
、
渡
廊
下
で
北
側
の
建
物
と
つ
な
が
る
。
北
側

の
建
物
は
複
雑
な
形
を
し
て
い
る
が
、
東
側
に
車
寄
を
思
わ
せ
る
突
出
が
あ
る
。
こ

の
建
物
か
ら
西
側
に
渡
廊
下
が
�
形
に
延
び
、
小
規
模
な
長
方
形
の
建
物
と
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

聞
天
閣
の
本
館
・
大
廊
下
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
玄
関
を
東
西
へ
一
八
〇
度
回
転
さ

せ
、
脇
玄
関
・
厠
も
そ
の
ま
ま
と
し
、
そ
の
西
側
に
貴
賓
厠
を
配
置
す
れ
ば
、
ほ
ぼ

同
じ
平
面
形
と
な
る
（
図
４
、
５
参
照
）
。
南
側
の
建
物
は
、
東
西
長
が
約
一
五
・
六
メ
ー

ト
ル
で
、
聞
天
閣
本
館
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
北
側
の
建
物
は
、
南
北
長
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が
約
一
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
で
、
同
玄
関
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
聞
天
閣
を
東
山

へ
移
築
さ
せ
る
計
画
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

こ
の
計
画
は
、
昭
和
十
七
年
四
月
二
十
二
日
付
の
内
務
省
告
示
二
三
四
号
を
受
け

て
発
案
さ
れ
た８６

。
こ
の
告
示
の
内
容
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
に
名
古

屋
市
が
実
施
し
た
公
園
整
備
事
業
か
ら
考
え
て
、
防
空
緑
地
公
園
の
整
備
奨
励
か
、

そ
の
国
庫
補
助
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

聞
天
閣
の
撤
去
命
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
、
名
古
屋
市
が
知
っ
た
の
は
、
同
年
三

月
十
三
日
ご
ろ
、
解
体
工
事
が
始
ま
っ
た
の
が
同
年
五
月
三
十
日
で
あ
る
。
時
系
列

で
考
え
て
、
実
際
に
は
解
体
工
事
が
先
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
移
転
計
画
が
考
案
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
当
時
の
行
政
文
書
に
は
、
「
忠
霊
塔
」
の
表
現
は
複
数
か
所
に
見
ら
れ
る
が
、

「
奉
安
殿
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
聞
天
閣
を
こ
こ
に
移
転
さ
せ
て
、
「
奉
安
殿
」
と
し

て
利
用
す
る
計
画
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
）
木
材
の
保
管
場
所

　

「
『
聞
天
閣
の
最
後
』
追
跡
覚
え
書
」
に
は
、
鶴
舞
公
園
内
の
萩
乃
茶
屋
（
公
園
の

北
端
に
、
現
在
も
あ
る
）
の
前
店
主
・
小
川
国
一
か
ら
の
聞
き
書
き
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
解
体
さ
れ
た
聞
天
閣
の
木
材
は
、
市
公
会
堂
東
側
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
横
に
積
ま
れ
、
ト
タ
ン
板
で
覆
っ
て
あ
っ
た
と
い
う８７

。
『
鶴
舞
公
園
案

図９－１　東山公園計画平面図　愛知県公文書館蔵

図９－２　東山公園計画平面図（部分）
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内
』
は
、
市
公
会
堂
西
側
の
広
場
に
積
ん
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る８８

。

　

木
材
の
保
管
場
所
は
、
市
公
会
堂
付
近
で
あ
っ
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の

西
側
、
東
側
の
広
場
は
、
現
在
は
公
園
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も

当
時
と
同
じ
位
置
に
あ
る
。

（
四
）
猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
、
聞
天
閣
木
材
の
焼
失

　

昭
和
二
十
年
一
月
三
日
、
名
古
屋
の
市
街
地
を
目
標
と
し
た
初
の
空
襲
が
行
わ
れ
、

吉
田
山
の
高
射
砲
陣
地
に
、
焼
夷
弾
が
落
下
し
た
。
弾
薬
庫
が
大
火
災
と
な
り
、
国

宝
で
あ
っ
た
猿
面
茶
屋
、
松
月
斎
が
焼
失
し
た��

。

　

続
い
て
こ
の
付
近
が
空
襲
を
受
け
た
の
は
、
同
年
三
月
十
二
日
で
あ
る
。
公
園
の

北
隣
に
あ
っ
た
名
古
屋
帝
大
医
学
部
・
同
附
属
病
院
（
現
在
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
・

同
附
属
病
院
）
が
焼
失
し
、
公
園
東
端
の
竜
ヶ
池
に
あ
っ
た
浮
御
堂
が
爆
風
で
倒
壊

し
た９０

。
十
九
日
に
も
空
襲
を
受
け
、
公
園
の
北
東
隣
に
あ
っ
た
名
古
屋
工
業
専
門

学
校
（
現
在
の
名
古
屋
工
業
大
学
）
、
公
園
の
西
端
に
あ
っ
た
市
立
名
古
屋
図
書
館
（
現

在
の
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
）
が
焼
失
し
た９１

。
日
付
は
不
明
だ
が
、
市
公
会

堂
に
も
、
多
く
の
焼
夷
弾
と
一
発
の
大
型
爆
弾
が
命
中
し
た
。
カ
ー
テ
ン
に
火
が
つ

い
た
が
、
高
射
砲
隊
が
す
ぐ
に
消
し
止
め
て
、
大
き
な
被
害
に
は
至
ら
な
か
っ
た９２

。

　

解
体
保
管
中
で
あ
っ
た
聞
天
閣
の
木
材
は
、
三
月
十
二
日
か
十
九
日
の
い
ず
れ
か

に
、
焼
夷
弾
爆
撃
で
焼
失
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
の
日
で
あ
っ
た
か
は
、
決

め
手
に
欠
け
る
。

　

「
『
聞
天
閣
の
最
後
』
追
跡
覚
え
書
」
で
の
、
小
川
か
ら
の
聞
き
書
き
に
は
、
こ
う

記
さ
れ
て
い
る
。

聞
天
閣
は
取
り
壊
さ
れ
、
古
材
は
公
会
堂
の
東
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
横
に
積
ま

れ
、
ト
タ
ン
板
で
お
お
っ
て
あ
っ
た
。
こ
の
辺
り
一
帯
が
焼
け
た
と
き
、
そ
こ

へ
焼
夷
弾
が
落
ち
て
焼
失
し
た９３

。

『
鶴
舞
公
園
案
内
』
も
、
焼
夷
弾
の
落
下
を
記
し
て
い
る
。

昭
和
十
九
年
当
時
東
山
に
建
設
中
の
忠
霊
塔
奉
安
殿
へ
移
築
す
る
た
め
に
解
体

し
て
公
会
堂
西
広
場
に
積
ん
で
あ
り
ま
し
た
が
焼
夷
弾
の
直
げマ

マき
を
受
け
て
焼

失
し
ま
し
た
。
こ
の
建
物
の
建
具
の
一
部
が
名
古
屋
城
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す９４

。

　

名
古
屋
を
代
表
す
る
近
代
和
風
建
築
で
あ
っ
た
聞
天
閣
は
、
昭
和
十
五
年
以
後
は

戦
争
や
国
の
施
策
に
翻
弄
さ
れ
続
け
、
誕
生
か
ら
三
十
五
年
で
姿
を
消
し
た
。

（
五
）
戦
後
の
吉
田
山

　

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
、
鶴
舞
公
園
の
大
部
分
は
占
領
軍
に
接
収
さ

れ
た
。
吉
田
山
は
接
収
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
戦
前
か
ら
あ
っ
た
建
物
は
す
べ
て
失
わ

れ
て
い
た
。

　

昭
和
二
十
四
年
九
月
七
日
、
聞
天
閣
の
跡
地
に
拳
闘
競
技
台
が
、
翌
年
九
月
に

は
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
一
万
二
千
人
収
容
の
鶴
舞
ス
タ
ヂ
ア
ム
が
建
設
さ

れ
た
。
ス
テ
ー
ジ
、
半
円
形
の
屋
根
、
ス
タ
ン
ド
を
備
え
た
コ
ロ
シ
ア
ム
風
の
施
設

で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
に
開
催
さ
れ
た
愛
知
国
体
で
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
の

会
場
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
格
闘
技
、
音
楽
会
、
舞
踏
公
演
な
ど
、
多
目
的
に
利
用

さ
れ
た
。
公
園
の
接
収
が
一
部
を
除
い
て
解
除
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月

一
日
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
、
昭
和
三
十
六
年
の
第
二
室
戸
台
風
で
、
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鶴
舞
ス
タ
ヂ
ア
ム
は
半
壊
し
て
し
ま
い
、
昭
和
三
十
七
年
に
解
体
さ
れ
た
。
同
年
に
、

吉
田
山
の
中
心
部
が
削
平
さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年
に
、
跡
地
に
野
球
場
が
整
備
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る９５

。

　

現
在
で
も
周
囲
を
歩
く
と
、
野
球
場
は
一
段
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

球
場
内
に
は
土
堤
状
の
高
み
が
ほ
ぼ
一
周
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
盛
り
土
で
は
な
く
、
丘
陵
を
削
り
残
し
た
痕
で
あ
る
。
西
側
の
「
子
ど
も
の

広
場
」
と
の
間
、
南
側
の
道
路
と
の
間
は
、
現
在
で
も
急
斜
面
に
な
っ
て
い
て
、
か

つ
て
は
小
高
い
丘
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

七
　
聞
天
閣
の
鳳
凰
、
建
具
、
金
具
の
現
存

（
一
）
鳳
凰
の
現
存

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
前
掲
『
鶴
舞
公
園
案
内
』
の
、
「
こ
の
建
物
の
建
具
の

一
部
が
名
古
屋
城
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
が
確
か
で

あ
れ
ば
、
建
具
の
一
部
は
木
材
と
別
の
場
所
に
保
管
さ
れ
、
戦
災
を
免
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　

ま
た
名
古
屋
城
に
は
、
青
銅
製
の
鳳
凰
一
体
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
来
歴

は
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
鳳
凰
が
、
同
書
で
い
う
「
建
具
の
一
部
」
に
含
ま
れ
る
の

か
と
予
想
し
、
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
足
指
の
下
面
に
刻
銘
が
見
つ
か
っ
た
。

左
足

（
第
４
趾
）　

名
古
や
市

（
第
３
趾
）　

前
津
小
林

（
第
２
趾
）　

（
銘
な
し
）

右
足

（
第
２
趾
）　

明
治
四
十
二
年

（
第
３
趾
）　

樋
口
藤
之
□

（
第
４
趾
）　

造

　

「
前
津
小
林
」
は
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
の
時
点
で
、
名
古
屋

市
中
区
に
あ
っ
た
地
名
で
、
「
樋
口

藤
之
□
」
は
不
明
で
あ
る
。
産
地
と

制
作
年
か
ら
見
て
、
同
年
に
起
工
さ

れ
、
翌
年
に
完
成
し
た
聞
天
閣
の
屋

根
に
上
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考

え
て
、
間
違
い
な
い
。

（
二
）
建
具
、
金
具
の
現
存

　

現
在
、
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
城
内
で
保
管
さ
れ
て
い

る
建
具
類
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
。
現
在
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
調

査
票
を
見
る
と
、
本
稿
七
二
、
七
三

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
建
具
類
と
、
特

徴
が
一
致
す
る
も
の
が
、
複
数
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

図 10　鳳凰の刻銘（右足） （左足）　※写真は階調を反転。
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こ
れ
ら
が
聞
天
閣
の
建
具
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

ま
た
、
墨
書
や
貼
紙
で
番
付
け
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
建
物
内
の
ど
の

位
置
に
あ
っ
た
か
も
、
あ
る
程
度
ま
で
特
定
で
き
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

　

鳳
凰
と
一
緒
に
金
具
、
釘
、
照
明
器
具
な
ど
も
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も

同
じ
部
材
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
『
鶴
舞
公
園
案
内
』
の
記
述
は
事
実
で
あ
り
、

鳳
凰
や
金
具
類
も
、
名
古
屋
城
で
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
名
古
屋
城
に
運
ば
れ
た
時
期
と
目
的

　

金
具
・
建
具
の
現
状
を
見
る
限
り
、
こ
れ
ら
が
短
期
間
で
も
屋
外
に
置
か
れ
て
い

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
市
公
会
堂
の
横
に
置
か
れ
た
木
材
と
は
別
に
、
ど
こ
か
の

建
物
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
い
つ
の
時
点
で
、
名
古
屋
城
内
に
運
び
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
聞

天
閣
が
解
体
さ
れ
た
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
当
時
、
名
古
屋
城
で
は
建
物

二
十
四
棟
、
本
丸
御
殿
障
壁
画
の
う
ち
三
百
四
十
五
面
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

戦
局
の
悪
化
に
伴
い
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
四
日
に
、
「
国
宝
、
美
術
品
ノ
防
空

施
設
整
備
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
国
宝
等
の
建
造
物
は
「
偽
装
、
貯

水
池
、
防
火
防
弾
壁
ノ
築
造
等
防
護
設
備
ヲ
施
ス
コ
ト
」
、
宝
物
類
は
「
安
全
ナ
ル

地
帯
ニ
分
割
疎
開
セ
シ
メ
収
蔵
庫
等
ニ
厳
重
保
管
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
た
。
続
い
て

昭
和
十
九
年
十
一
月
三
十
日
に
は
、
障
壁
画
の
一
部
を
取
り
は
ず
し
、
疎
開
さ
せ
よ

う
と
す
る
通
達
が
、
文
部
省
教
学
課
長
か
ら
出
さ
れ
た９６

。
し
か
し
、
移
転
作
業
は

な
か
な
か
実
施
さ
れ
ず
、
そ
の
開
始
は
昭
和
二
十
年
三
月
末
ま
で
遅
れ
た
。
そ
し
て

同
年
五
月
十
四
日
の
空
襲
で
、
多
く
の
国
宝
建
造
物
が
焼
失
し
て
し
ま
い
、
障
壁
画

は
や
っ
と
難
を
逃
れ
た
。

　

当
時
の
名
古
屋
城
管
理
事
務
所
に
、
聞
天
閣
の
鳳
凰
や
建
具
の
保
管
場
所
を
提
供

す
る
余
裕
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
国
宝
、
美
術
品
ノ
防
空
施
設
整
備
要
綱
」
が
決

定
さ
れ
た
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
四
日
よ
り
も
前
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、

名
古
屋
城
が
戦
災
に
遭
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

く
、
保
管
庫
と
し
て
使
え
る
建
物
も
、
数
多
く
残
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
と
す

れ
ば
、
解
体
と
同
時
に
、
城
内
に
運
ば
れ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
閣
議
決
定
後
は
、

こ
の
よ
う
な
余
裕
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

名
古
屋
城
に
移
さ
れ
た
目
的
は
、
「
東
山
の
忠
霊
塔
」
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
数

年
間
、
風
雨
に
よ
る
劣
化
か
ら
守
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
材
や
瓦
は
、

鶴
舞
公
園
内
に
仮
置
き
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
戦
災
焼
失
し
た
。
こ
の
時
期
に
運
び
込
ま

れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
保
管
庫
と
さ
れ
た
建
物
も
戦
災
を
免
れ
た
の
で
あ
り
、
い
く
つ

も
の
幸
運
が
重
な
っ
て
、
今
に
伝
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
よ
り
後
に
運
び
込
ま
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
期
は
戦
後
の
ど
こ
か
、『
鶴

舞
公
園
案
内
』
が
刊
行
さ
れ
た
、
昭
和
三
十
七
年
六
月
十
日
よ
り
前
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
は
、
別
の
保
管
場
所
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
建

物
が
再
建
さ
れ
る
目
途
が
な
く
な
っ
た
以
後
に
、
名
古
屋
城
へ
移
し
た
理
由
も
不
明

確
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
解
体
と
同
時
に
運
び
込
ま
れ
た
と
い
う
説
明
が
、

現
時
点
で
は
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
聞
天
閣
は
名
古
屋
市
の
迎
賓
館
と
し
て
機
能
し
て

き
た
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
木
造
家
屋
火
災
実
験
が
行
わ
れ
た
時
に
、
飛

び
火
に
よ
り
屋
根
な
ど
が
部
分
焼
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
年
の
う
ち
に
修
理
は
完
了

し
、
再
び
機
能
し
始
め
て
い
た
。
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と
こ
ろ
が
昭
和
十
七
年
五
月
四
日
付
で
出
さ
れ
た
陸
軍
の
命
令
に
よ
っ
て
、
ま
た

た
く
間
に
解
体
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
命
令
の
背
景
に
は
、
同
年
四
月
十
八
日
の
ド
ー

リ
ッ
ト
ル
空
襲
で
、
高
射
砲
隊
が
戦
果
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
陸
軍
が
急
い

で
そ
の
増
強
に
乗
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

解
体
は
同
年
五
月
三
十
日
に
着
工
さ
れ
、
八
月
二
十
七
日
に
完
了
し
た
。
木
材
は

移
築
再
建
が
可
能
な
状
態
で
、
鶴
舞
公
園
内
に
保
管
さ
れ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
鳳

凰
・
建
具
・
金
具
が
取
り
は
ず
さ
れ
、
一
時
的
に
保
管
す
る
た
め
に
、
名
古
屋
城
に

運
び
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
山
の
忠
霊
塔
へ
の
移
転
計
画
が
あ
っ
た
が
、
具

体
化
さ
れ
る
前
に
、
木
材
は
戦
災
焼
失
し
た
。
こ
の
結
果
、
鳳
凰
な
ど
は
戦
災
を
免

れ
、
今
に
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
稿
で
明
ら
か
に
で
き
た
の
は
、
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
部
材
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
調
査
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
存
す
る
建
具
の
「
一
部
」
が
、
ど
の
程
度
の
割
合
な
の
か
な
ど
、

明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
は
多
い
。

　

江
戸
時
代
ま
で
の
城
は
、
防
衛
、
政
治
、
行
政
、
居
館
、
迎
賓
館
、
武
器
・
武
具
・

食
糧
な
ど
の
保
管
が
主
た
る
機
能
で
あ
っ
た
。
明
治
初
期
に
、
多
く
の
城
が
失
わ
れ

た
。
こ
の
時
に
存
続
し
た
城
は
、
近
世
以
来
の
機
能
は
大
き
く
変
更
さ
れ
、
新
し
く

軍
用
地
、
公
園
、
観
光
施
設
な
ど
と
い
っ
た
、「
近
代
」
的
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
っ

た
。

　

近
代
の
名
古
屋
城
に
与
え
ら
れ
た
、
新
た
な
機
能
の
一
つ
と
し
て
、
本
丸
御
殿
障

壁
画
の
保
存
が
挙
げ
ら
れ
る
。
名
古
屋
城
は
戦
災
で
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
が
、
建

物
が
焼
失
す
る
直
前
に
障
壁
画
を
疎
開
さ
せ
、
保
存
し
た
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て
い

る
。
築
後
三
百
年
以
上
が
経
過
し
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
本
丸
御
殿
と
、
築

三
十
二
年
で
解
体
さ
れ
た
聞
天
閣
の
歴
史
を
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
と
も
に
建
物
は
戦
災
で
焼
失
し
た
が
、
建
具
は
移
動
さ
れ
て
被
災
を
免
れ
、

名
古
屋
城
内
で
保
存
さ
れ
た
と
い
う
、
運
命
の
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
は
注
目
し

た
い
。

　

名
古
屋
城
が
、
近
世
以
来
持
ち
続
け
た
「
保
管
機
能
」
と
、
近
現
代
的
な
「
文
化

財
の
保
存
機
能
」
を
、
今
日
ま
で
発
揮
し
続
け
て
い
た
こ
と
は
、
驚
く
べ
き
事
実
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
名
古
屋
市
秀
吉
清
正
記
念
館　

学
芸
員
）

註１ 

水
谷
盛
光
「
『
聞
天
閣
の
最
後
』
追
跡
覚
え
書
」
（
『
郷
土
文
化
』
第
四
四
巻
・
第
二
号
』
所
収　

名
古
屋
郷

土
文
化
会　

一
九
八
九
年
）

２ 

名
古
屋
の
公
園
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
『
名
古
屋
公
園
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
八
〇
、
一
八
七
頁　

名
古
屋
市
・
名
古
屋
市
み
ど
り
の
協
会　

二
〇
一
〇
年

３ 

第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
事
務
所
『
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
事
務
報
告
』
一
一
二
一
頁　

第

十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
事
務
所　

一
九
一
一
年
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
会

期
中
の
火
、
木
、
土
、
日
曜
日
に
、
記
念
会
会
員
な
ど
を
対
象
に
、
名
古
屋
城
天
守
の
内
部
公
開
が
、
宮

内
省
の
許
可
を
得
て
行
わ
れ
た
。
拝
観
者
は
八
二
、
九
〇
〇
人
に
及
ん
だ
。

４ 

前
掲
註
（
３
）
一
一
〇
三
頁

５ 

奏
楽
堂
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
建
築
。
設
計
は
鈴
木
禎
次
・
鈴
木
孫
三
郎
、
施
工
は
清
水
組
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
二
十
二
日
の
室
戸
台
風
で
上
屋
は
倒
壊
し
た
が
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）

に
復
元
さ
れ
た
。
噴
水
塔
は
明
治
四
十
三
年
の
建
築
。
設
計
は
鈴
木
禎
次
・
鈴
木
孫
三
郎
、
施
工
は
（
伝
）

田
村
組
。
昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
七
日
に
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

６ 

名
古
屋
市
土
木
部
『
名
古
屋
の
公
園
（
昭
和
九
年
六
月
序
言
）
』
八
頁　

一
九
三
四
年

７ 

『
新
修
名
古
屋
市
史　

第
八
巻　

自
然
』
三
〇
頁　

一
九
九
七
年
、
『
新
修
名
古
屋
市
史　

資
料
編　

自
然
』
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五
八
頁　

二
〇
〇
八
年

８ 

前
掲
註
（
６
）
八
頁
、
「
二
〇
世
紀
の
建
築
文
化
遺
産
展
」
建
築
展
図
録
『
鈴
木
禎
次
生
誕
一
三
〇
年
記
念

展　

鈴
木
禎
次
及
び
同
時
代
の
建
築
家
た
ち
』
三
一
頁　

二
〇
〇
一
年

９ 

前
掲
註
（
３
）
一
一
八
頁
、
同
書
に
掲
載
の
正
面
図
・
平
面
図
、
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
愛
知
県

協
賛
会
『
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
記
念
写
真
帖
』
九
七
頁
を
も
と
に
し
た
。
以
下
第
五
節
ま
で
同
じ
。

10 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
金
閣
は
一
層
目
・
二
層
目
が
梁
間
四
間
、
桁
行
五
間
、
三
層
目
が
三
間
四
方
、
一
間
は
七

尺
二
分
で
あ
る
。

11 

第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
愛
知
県
協
賛
会
『
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
記
念
写
真
帖
』
九
七
頁　

一
九
一
〇
年

12 

前
掲
註
（
３
）
一
一
九
頁
に
は
、
「
屋
根
唐
破
風
形
両
流
レ
一
ト
軒
造
リ
」
と
あ
る
。

13 

『
名
古
屋
市
史　

政
治
編　

第
三
』
五
八
四
頁　

一
九
一
六
年

14 

前
掲
註
（
６
）
八
頁

15 

前
掲
註
（
３
）
三
三
七
、
一
一
二
六
頁

16 

前
掲
註
（
13
）
五
八
四
頁

17 

「
鶴
は
深
い
谷
底
で
鳴
い
て
も
、
そ
の
声
は
天
に
届
く
。
つ
ま
り
賢
人
は
身
を
隠
し
て
も
、
そ
の
名
声
は
広

く
世
間
に
知
れ
渡
る
」
と
い
う
た
と
え
。
九
皐
と
は
、
幾
重
に
も
曲
が
っ
て
続
く
奥
深
い
沢
の
こ
と
。

18 

前
掲
註
（
13
）
五
八
四
頁
。
な
お
、
聞
天
閣
に
は
「
も
ん
て
ん
か
く
」
と
「
ぶ
ん
て
ん
か
く
」
の
二
通
り

の
読
み
方
が
あ
っ
た
。
水
谷
盛
光
は
前
掲
註
（
１
）
三
三
頁
で
、「
出
典
か
ら
考
え
て
、『
聞
』
は
呉
音
の
『
も
ん
』

は
な
く
、
漢
音
の
『
ぶ
ん
』
と
発
音
す
べ
き
」
と
い
う
澤
田
天
瑞
の
説
を
紹
介
し
、
こ
れ
に
同
意
を
示
し

て
い
る
。
大
正
期
の
新
聞
記
事
に
は
、「
も
ん
」
と
「
ぶ
ん
」
の
ル
ビ
が
混
在
し
て
い
る
。
慣
用
的
に
は
「
も

ん
て
ん
か
く
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
吉
田
山
の
北
側
に
は
、
弥
生
時
代
の

遺
跡
「
聞
天
閣
貝
塚
」
が
あ
る
が
、
遺
跡
名
の
読
み
は
「
も
ん
て
ん
か
く
」
で
あ
る
。

19 

大
正
四
年
十
一
月
六
日
・
二
十
日
付
『
名
古
屋
新
聞
』
「
栄
の
日
に
開
く
菊
花
展
覧
会
」
・
「
菊
花
展
覧
会
日

延
」
、
二
十
一
日
付
『
新
愛
知
』
「
菊
花
展
覧
会
延
期
」

20 

大
正
四
年
十
一
月
十
八
日
付
『
名
古
屋
新
聞
』
「
公
園
の
県
奉
祝
会
祝
賀
式
」

21 

大
正
四
年
十
一
月
十
二
日
付
『
名
古
屋
新
聞
』「
菊
展
の
受
賞　

十
三
日
挙
行
」
、
十
三
日
付
『
新
愛
知
』「
菊

展
受
賞
者
決
定
」

22 

大
正
四
年
十
一
月
十
八
日
付
『
新
愛
知
』
「
県
奉
祝
会
祝
宴
」
、
前
掲
註
（
20
）

23 

大
正
四
年
十
一
月
三
日
付
『
名
古
屋
新
聞
』
「
大
典
奉
祝
盛
花
会
」

24 

大
正
七
年
四
月
二
十
一
日
付
『
新
愛
知
』
「
動
物
園
医
開
園
式
」
、『
名
古
屋
新
聞
』
「
蓋
を
開
け
た
動
物
園
」
。

こ
の
動
物
園
は
昭
和
十
二
年
二
月
十
二
日
に
閉
園
し
、
同
年
三
月
二
十
四
日
に
東
山
動
物
園
と
し
て
開
園

し
た
。

25 

前
掲
註
（
６
）
十
三
頁

26 

愛
知
県
・
名
古
屋
市
・
大
日
本
防
空
協
会
・
同
愛
知
県
支
部
編
『
木
造
家
屋
火
災
実
験
報
告
』
四
一
頁　

木
造
家
屋
火
災
実
験
委
員
会　

一
九
四
一
年

27 

名
古
屋
勧
業
協
会
『
御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会
総
覧
』
九
四
頁　

一
九
二
九
年

28 

前
掲
註
（
27
）
九
八
頁
。
鶴
々
亭
は
昭
和
四
年
に
名
古
屋
市
に
寄
付
さ
れ
、
現
存
し
て
い
る
。

29 

前
掲
註
（
27
）
九
四
頁

30 

前
掲
註
（
27
）
六
三
頁
、
（
６
）
八
頁

31 

前
掲
註
（
６
）
九
頁

32 

前
掲
註
（
27
）
三
六
三
頁

33 

文
化
庁
『
【
新
版
】
戦
災
等
に
よ
る
焼
失
文
化
財
』
四
六
八
頁　

戎
光
祥
出
版　

二
〇
〇
三
年

34 

前
掲
註
（
６
）
一
〇
頁

35 

前
掲
註
（
２
）
一
八
五
頁

36 

前
掲
註
（
６
）
五
頁

37 

前
掲
註
（
６
）
一
三
頁

38 

前
掲
註
（
６
）
五
六
頁

39 

中
村
公
園
記
念
館
は
明
治
四
十
三
年
の
建
築
。
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
な
っ
た
。

40 

「
猿
面
茶
屋
・
松
月
斎
・
聞
天
閣
を
公
開
」
（
『
建
築
世
界　

一
九
三
四
年
五
月
号
』
所
収　

五
三
頁　

建
築

世
界
社　

一
九
三
四
年
）

41 

前
掲
註
（
26
）
四
一
頁
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42 

前
掲
註
（
１
）
三
〇
頁

43 

田
村
栄
吉
郎
『
名
古
屋
要
地
高
射
砲
陣
地　

東
海
軍
管
区
司
令
部
（
防
空
庁
舎
）
に
つ
い
て
』
四
一
頁　

一
九
九
五
年

44 

前
掲
註
（
26
）

45 

前
掲
註
（
26
）
四
〇
頁
に
よ
る
と
、
実
験
家
屋
か
ら
西
へ
四
六
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
藁
葺
き
の
民
家
で
は
、

「
家
人
総
出
で
警
戒
し
た
と
の
事
で
あ
る
、
気
流
の
関
係
か
ら
か
火
の
粉
は
屋
上
を
通
過
す
る
の
み
で
遂
に

降
下
し
な
か
っ
た
と
の
事
で
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。
同
書
で
は
こ
れ
を
、「
茲
に
面
白
く
感
ぜ
ら
れ
る
」

と
他
人
事
の
よ
う
に
記
し
、
付
近
の
住
民
に
相
当
な
警
戒
、
不
安
を
強
い
た
こ
と
を
、
何
と
も
考
え
て
い

な
か
っ
た
と
吐
露
し
て
い
る
。

46 

前
掲
註
（
26
）
四
一
頁
で
は
、
こ
れ
に
対
し
て
「
飛
火
の
北
の
限
界
線
が
丁
度
聞
天
閣
と
其
の
玄
関
と
の

間
を
通
っ
て
居
て
、
今
少
し
の
事
で
此
の
災
難
か
ら
免
れ
る
所
で
あ
っ
た
が
生
憎
の
事
で
あ
っ
た
。
玄
関

の
直
ぐ
北
に
国
宝
に
な
っ
て
居
る
猿
面
茶
屋
が
あ
り
、
之
は
茅
葺
で
あ
る
が
何
の
被
害
も
受
け
て
居
な
い
」

と
、
悪
び
れ
る
こ
と
な
く
記
し
て
い
る
。
ま
た
十
三
頁
で
は
「
不
幸
こ
の
疾
風
の
為
公
園
内
の
聞
天
閣
に

実
験
中
飛
火
し
思
は
ざ
る
実
験
項
目
を
追
加
す
る
こ
と
に
到
っ
た
事
等
は
亦
本
実
験
の
特
色
と
云
ふ
事
が

出
来
る
で
あ
ら
う
」
、
四
十
四
頁
で
は
「
聞
天
閣
の
飛
火
に
徴
し
市
街
地
で
は
可
燃
物
で
覆
葺
せ
る
屋
根
は

極
力
避
く
可
で
あ
る
」
と
、
予
想
外
の
実
験
成
果
を
得
た
と
強
調
し
て
い
る
。

47 

昭
和
十
五
年
五
月
十
七
日
付
・
名
古
屋
市
（
以
下
註
（
54
）
ま
で
、
市
）
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園

課
宛
の
引
継
文
書
「
市
立
聞
天
閣
災
害
復
旧
『
ア
ク
』
洗
上
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料

館
蔵
（
以
下
註
（
54
）
ま
で
同
じ
）

48 

昭
和
十
五
年
八
月
十
三
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
聞
天
閣
災
害
電
灯

修
理
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

49 

昭
和
十
五
年
七
月
二
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣
災

害
屋
根
復
旧
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

50 

昭
和
十
五
年
八
月
十
五
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣

災
害
畳
復
旧
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

51 

昭
和
十
五
年
八
月
十
五
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣

外
廊
下
修
理
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

52 

昭
和
十
五
年
七
月
九
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣
災

害
壁
復
旧
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

53 

昭
和
十
五
年
九
月
十
六
日
付
・
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
内
聞
天

閣
災
害
絨
毯
復
旧
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

54 

昭
和
十
五
年
十
月
三
十
日
付
・
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣
避

雷
針
改
修
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」

55 

昭
和
十
五
年
十
一
月
十
八
日
付
・
市
総
務
部
長
か
ら
市
土
木
局
長
宛
の
依
頼
文
書
「
徳
川
園
奥
書
院
並
聞

天
閣
使
用
ニ
関
ス
ル
件
」
。
徳
川
園
奥
書
院
は
昭
和
六
年
に
、
尾
張
徳
川
家
か
ら
名
古
屋
市
に
寄
付
さ
れ
た

邸
宅
の
一
棟
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
五
月
十
四
日
の
空
襲
で
焼
失
し
た
。

56 

加
藤
金
逸
『
大
空
に
祈
る　

名
古
屋
防
空
隊
（
高
射
砲
隊
）
の
足
跡
』
三
二
頁　

「
大
空
に
祈
る
」
刊
行
委

員
会　

一
九
七
五
年

57 

設
計
は
名
古
屋
市
建
築
課
（
顧
問
は
武
田
五
一
、
佐
野
利
器
、
鈴
木
禎
次
、
土
屋
純
一
）
、
施
行
は
大
林
組
、

大
阪
鉄
工
、
清
水
組
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
八
月
十
七
日
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。

58 

陣
地
の
施
工
は
戸
田
組
名
古
屋
支
店
。
前
掲
註
（
43
）
四
一
頁
。

59 

名
古
屋
空
襲
誌
編
集
委
員
会
『
名
古
屋
空
襲
誌　

第
七
号
』
十
三
頁　

名
古
屋
空
襲
を
記
録
す
る
会　

一
九
七
九
年

60 

柴
田
武
彦
・
原　

勝
洋
『
日
米
全
調
査　

ド
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲
秘
録
』
一
一
二
頁　

ア
リ
ア
ド
ネ
企
画　

二
〇
〇
三
年

61 

昭
和
十
七
年
五
月
四
日
付
・
名
古
屋
師
団
参
謀
長
か
ら
名
古
屋
市
長
宛
の
照
会
文
書
「
鶴
舞
公
園
高
射
砲

陣
地
移
動
ノ
件
照
会
」
、
付
図
「
聞
天
閣
附
近
高
射
砲
陣
地
所
要
地
域
要
図
」　

名
古
屋
市
施
政
資
料
館
蔵

62 
名
古
屋
市
会
事
務
局
『
名
古
屋
市
会
史　

第
九
巻
』
一
〇
一
八
頁　

一
九
五
五
年

63 
決
裁
日
未
記
入
（
昭
和
十
七
年
五
月
二
十
七
日
立
案
）
・
名
古
屋
市
市
長
決
裁
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣
及
美
術

館
並
同
公
園
事
務
所
建
物
解
体
ノ
件
」
、
昭
和
十
七
年
五
月
二
十
九
日
付
・
市
土
木
局
長
か
ら
市
総
務
部
長

宛
の
通
知
文
書
「
鶴
舞
公
園
聞
天
閣
及
美
術
館
並
同
公
園
事
務
所
建
物
解
体
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料

館
蔵
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64 
昭
和
十
七
年
十
月
三
日
付
・
名
古
屋
市
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
市
立
聞
天

閣
解
体
及
整
理
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料
館
蔵

65 

前
掲
註
（
26
）
四
四
頁

66 

昭
和
十
七
年
七
月
一
日
付
・
名
古
屋
市
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
市
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
聞
天
閣

本
館
屋
根
ス
レ
ー
ト
葦
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料
館
蔵

67 

前
掲
註
（
64
） 

68 

昭
和
十
七
年
十
月
十
九
日
付
・
名
古
屋
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
在
来
美
術

館
移
転
模
様
替
及
解
体
其
他
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料
館
蔵

69 

前
掲
註
（
２
）
一
八
六
頁

70 

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
六
日
付
・
名
古
屋
市
土
木
局
建
築
課
か
ら
同
局
公
園
課
宛
の
引
継
文
書
「
市
立
鶴

舞
公
園
事
務
所
其
他
移
転
工
事
竣
功
引
継
ノ
件
」　

名
古
屋
市
市
政
資
料
館
蔵

71 

名
古
屋
市
鶴
舞
公
園
振
興
協
会
・
中
部
庭
園
同
好
会
『
鶴
舞
公
園
案
内
』
五
頁　

一
九
六
二
年
。
こ
の
実

質
的
な
筆
者
は
、
中
部
庭
園
同
好
会
の
横
井
時
綱
、
澤
田
天
瑞
で
あ
る
。
な
お
公
園
管
理
事
務
所
は
、
現

在
も
同
じ
位
置
に
あ
る
。

72 

名
古
屋
市
役
所
『
昭
和
十
八
年
五
月　

名
古
屋
の
公
園
』
二
三
頁　

一
九
四
三
年

73 

前
掲
註
（
72
）
一
九
頁

74 

伊
藤
厚
史
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

75 

前
掲
註
（
56
）
一
五
六
頁

76 

秦
郁
彦
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
﹇
第
二
版
﹈
』
二
七
頁　

東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
五
年

77 

昭
和
区
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会
『
昭
和
区
誌
』
二
〇
四
頁　

一
九
八
七
年

78 

前
掲
註
（
56
）
一
五
九
頁

79 

前
掲
註
（
43
）
四
一
頁
、
清
水
啓
介
『
東
海
軍
管
区
の
防
空
陣
地
』
二
四
頁　

二
〇
一
七
年
。
施
工
は
戸

田
組
名
古
屋
支
店
。

80 

前
掲
註
（
56
）
一
五
九
頁

81 

前
掲
註
（
64
）

82 

前
掲
註
（
71
）
十
一
頁

83 

前
掲
註
（
２
）
一
八
六
頁

84 

昭
和
十
八
年
六
月
九
日
付
・
名
古
屋
市
長
か
ら
都
市
計
画
愛
知
地
方
委
員
会
長
宛
の
申
請
文
書
「
名
古
屋

都
市
計
画
公
園
新
設
拡
築
ノ
部
中
変
更
ノ
件
」　

愛
知
県
公
文
書
館
蔵

85 

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
六
日
付
「
内
務
省
告
示
第
二
二
号
」
、
同
年
五
月
十
三
日
付
「
内
務
省
告
示
第

二
六
三
号
」　

愛
知
県
公
文
書
館
蔵

86 

昭
和
十
八
年
六
月
二
十
二
日
付
・
都
市
計
画
愛
知
地
方
委
員
会
長
か
ら
愛
知
県
知
事
宛
の
依
頼
文
書
「
都

市
計
画
愛
知
地
方
委
員
会
付
議
事
項
発
案
方
依
頼
ノ
件
」　

愛
知
県
公
文
書
館
蔵

87 

前
掲
註
（
１
）
三
〇
頁

88 

前
掲
註
（
71
）
十
一
頁

89 

前
掲
註
（
56
）
一
六
〇
頁

90 

名
古
屋
空
襲
誌
編
集
員
会
『
名
古
屋
空
襲
誌　

第
三
号
』
三
九
、
五
六
頁　

名
古
屋
空
襲
を
記
録
す
る
会　

一
九
七
七
年
、
前
掲
註
（
71
）
二
頁

91 

名
古
屋
空
襲
誌
編
集
員
会
『
名
古
屋
空
襲
誌　

第
四
号
』
一
一
〇
頁　

名
古
屋
空
襲
を
記
録
す
る
会　

一
九
七
八
年
、
『
新
修
名
古
屋
市
史　

第
六
巻
』
八
八
〇
頁　

二
〇
〇
〇
年

92 

名
古
屋
市
公
会
堂
管
理
事
務
所
『
名
古
屋
市
公
会
堂　

半
世
紀
の
歩
み
』
四
五
頁　

名
古
屋
市
市
民
局　

一
九
八
〇
年

93 

前
掲
註
（
１
）
三
〇
頁

94 

前
掲
註
（
71
）
十
一
頁

95 

前
掲
註
（
２
）
七
九
、
一
八
八
頁
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
写
真
で
ひ
も
と
く
街
の
な
り
た
ち　

こ
の
ま
ち
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
」
（h

ttp
s://sm

trc
.jp

/to
w

n
-a

rc
h
iv

e
s/c

ity
/sa

k
u
ra

y
a
m

a
/p

0
7
.h

tm
l

）

96 

朝
日
美
砂
子
「
永
遠
な
れ　

本
丸
御
殿
」
（
名
古
屋
城
特
別
展
図
録
『
失
わ
れ
た
国
宝　

名
古
屋
城
本
丸
御

殿　

―
創
建
・
戦
火
・
そ
し
て
復
元
』
所
収　

一
三
八
頁　

二
〇
〇
八
年
）
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